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広
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遊んで 学ぼう！ 遊んで 学ぼう！ 
　　　　科学の不思議　　　　科学の不思議



広報いわくに

道
路
情
報
の
提
供
を

　

道
路
を
走
行
中
、
路
上
に
で
き
た
穴
で
タ

イ
ヤ
な
ど
を
破
損
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

走
行
に
支
障
の
な
い
小
さ
な
穴
で
も
、
雨

や
大
型
車
両
の
通
行
に
よ
り
短
時
間
で
大
き

く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
常
を
発

見
し
た
と
き
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０
、
総
合
支
所
、
支

所
、
出
張
所

私
道
舗
装
等
工
事
費
補
助
制
度

　

普
段
、
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
る
道
路
に

は
公
道
と
私
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち

Ａ
．
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
・
バ
ス
停
（
フ

リ
ー
乗
降
区
間
に
つ
い
て
は
運
行
ル
ー
ト
）

ま
で
、
距
離
が
１
㎞
以
上
の
人

※
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
た
は
バ
ス
停
ま

で
の
標
高
差
が
10
ｍ
以
上
あ
る
人
は
、
標
高

差
に
よ
り
距
離
が
短
縮
さ
れ
ま
す

Ｂ
．
旧
岩
国
市
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
事
業
の
対
象
の
地
区

助
成
額　

５
０
０
円
／
枚

交
付
枚
数　

４
枚
／
月

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
８
８
、
総
合

支
所
、
支
所

私
道
を
舗
装
す
る
な
ど
整
備
す
る
際
に
は
、

補
助
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
基
準
な
ど

の
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間　

９
月
29
日
㈮
ま
で

申
問
道
路
課
☎
㉙
５
１
３
０
、
総
合
支
所

長
寿
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

　

公
共
交
通
の
利
用
が
不
便
な
地
域
に
在
住

す
る
70
歳
以
上
の
人
に
、
長
寿
支
援
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
度
に
交
付
を
受
け
て
い
た
人
も
、

再
度
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
70
歳
以
上
の
人
で
、

次
の
①
、
②
を
満
た
す
人

①
岩
国
市
重
度
障
害
者（
児
）福
祉
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

②
次
の
Ａ
、
Ｂ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

お
知
ら
せ

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

2

目次

表紙の説明

　３月22日、称光寺保育園の園

児52人が科学センターを訪れま

した。

　園児たちはセンター内のたくさ

んの科学おもちゃに飛びついて遊

びながら「おもしろい」「どうなっ

てるの？」と目を輝かせ、科学の

面白さを体験していました。

遊んで学ぼう！科学の不思議

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

02　くらしの情報

08　おでかけ情報

11　平成29年度市政方針

16　平成29年度岩国市の予算

18　平成29年度主要な事業

20　錦帯橋まつり

21　日米親善デー

22　創業者や商業者を支援します！

24　３月定例会

25　地球温暖化防止エコラムなど

26　くらしの相談窓口など

28　人権啓発コーナーなど

29　ふるさと歴史アラカルト
　　岩国市人口・世帯など　

30　休日在宅医療機関など

（科学センター）



手
続
き
を
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
☎
㉙
５
０
８
６
、
総
合
支
所
、

支
所

岩
国
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

協
力
企
業
募
集
説
明
会

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
寄

附
を
し
た
人
に
、
市
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を

お
礼
と
し
て
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

を
活
用
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
自
慢
の
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
返
礼
品
と
し
て
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し

た
い
事
業
者
へ
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業
者

○
商
品
の
原
材
料
の
産
地
ま
た
は
加
工
場
所

が
岩
国
市
内
の
商
品
を
生
産
し
て
い
る

○
役
務
の
提
供
が
岩
国
市
内
で
行
わ
れ
る
商

品
を
生
産
し
て
い
る

日
時　

４
月
28
日
㈮　

①
10
時
～　

②
14
時

～場
所　

市
役
所　

５
階
会
議
室
53

申
前
日
ま
で
に
、
参
加
希
望
時
間
、
企
業
名
、

担
当
者
名
、
電
話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
広
報
戦
略
課
へ

問
広
報
戦
略
課
☎
㉙
５
０
１
６

FAX

㉑
３
３
３
７　

　

k
o
u
h
o
u
@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
」
の
ペ
ー
ジ
に
、
制
度
に
つ
い
て
詳
し

く
掲
載
し
て
い
ま
す
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●
い
わ
く
に
子
育
て
ア
プ
リ
（
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
向
け
）
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト
や
予
防
接
種
な
ど
、

岩
国
市
の
子
育
て
関
連
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
提
供
し
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
も

し
く
は
「A

p
p
S
to
re

」「G
o
o
g
le
P
la
y

」
で

「
岩
国
子
育
て
」
を
検
索
し
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
支
援
課
☎
㉙
５
０
７
５

市
税
の
納
期

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税　

第
１
期

納
期
限　

５
月
１
日
㈪

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
収
税
課
☎
㉙
５
０
５
９
、総
合
支
所
、支
所

国
民
年
金

　

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
を

　

国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別
は
職
業
な
ど

に
よ
っ
て
３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
て
お
り
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
人
へ

●
児
童
手
当
、
い
わ
く
に
子
宝
給
付
金
・
出

産
祝
金
の
申
請
手
続
き
は
済
ん
で
い
ま
す
か

【
児
童
手
当
】

支
給
額　

○
３
歳
未
満
＝
１
万
５
千
円
／
月

（
一
律
）　

○
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
＝
１

万
円
／
月
（
第
３
子
以
降
＝
１
万
５
千
円
／

月
）　

○
中
学
生
＝
１
万
円
／
月
（
一
律
）

※
所
得
が
所
得
制
限
の
限
度
額
以
上
の
場
合

は
、
５
千
円
／
月
（
一
律
）

【
い
わ
く
に
子
宝
給
付
金
・
出
産
祝
金
】

支
給
額　

10
万
円

申
問
こ
ど
も
支
援
課

☎
㉙
５
０
７
５

●
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
の
助
成
が
あ
り
ま

す
　

医
療
保
険
適
用
分
の
医
療
費
の
自
己
負
担

額
を
助
成
し
ま
す
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
乳
幼
児
（
６
歳
到
達
後
、
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
に
つ
い
て
は
父
母
の
所
得
の

確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象　

中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

申
問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
5
0
7
4

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
や
保
険
料
の
納
付
方

法
が
違
い
ま
す
。

　

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な
ど
で
加
入

す
る
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

必
要
な
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
届
け
出
先

に
確
認
の
上
、
14
日
以
内
（
第
２
号
被
保
険

者
に
な
っ
た
場
合
は
、
勤
務
先
の
事
業
主
が

５
日
以
内
）
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
人
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
す

●
会
社
を
退
職
す
る
人

　

退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所

に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年

金
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
60

歳
未
満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
扶
養
さ
れ
て
い
た

60
歳
未
満
の
配
偶
者
に
つ
い
て
も
同
様
に
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
の
手
続
き　

退
職
の
翌
日
か
ら
14
日
以

内
に
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
資
格
喪
失
証
明

書
な
ど
を
持
参
し
保
険
年
金
課
ま
た
は
総
合

支
所
、
支
所
へ

※
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

は
、
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

失
業
理
由
で
の
特
例
免
除
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
転
出
す
る
人

　

国
民
年
金
に
加
入
中
の
人
は
、
転
出
先
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
国
民
年
金
第

3
号
被
保
険
者
の
人
は
配
偶
者
の
勤
務
先
で



市
の
組
織
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、
市
の
組
織
の
一
部
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

4広報いわくに

変　

更　

前

変　

更　

後

総
務
部
秘
書
広
報
課

　

秘
書
班

　

広
報
班

総
務
部
秘
書
課

　

秘
書
班

◆
広
報
戦
略
課
へ

総
務
部
広
報
戦
略
課

　

広
報
班

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
班

総
務
部
用
地
管
財
課

　

管
理
班

　

管
財
班

　

地
図
情
報
班

　

用
地
班

総
務
部
用
地
管
財
課

　　

管
財
班

　

地
図
情
報
班

　

用
地
班

総
合
政
策
部
政
策
企
画
課

　

政
策
班

　

企
画
調
整
班

　

中
山
間
地
域
政
策
室　

総
合
政
策
部
政
策
企
画
課

　

政
策
班

　

企
画
調
整
班

◆
中
山
間
地
域
振
興
課
へ　

市
民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課

　

協
働
推
進
班

　

地
域
活
動
支
援
班

　

交
通
安
全
班

　

い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

市
政
相
談
室

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

都
市
交
流
室

市
民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課

　

協
働
推
進
班

◆
中
山
間
地
域
振
興
課
へ

◆
く
ら
し
安
心
安
全
課
へ

　

い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

◆
く
ら
し
安
心
安
全
課
へ

◆
く
ら
し
安
心
安
全
課
へ

◆
文
化
振
興
課
へ

市
民
生
活
部
く
ら
し
安
心
安
全
課

　

安
全
対
策
班

　

市
政
相
談
室

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
民
生
活
部
中
山
間
地
域
振
興
課

　

地
域
活
動
支
援
班

　

移
住
定
住
班

変　

更　

前

変　

更　

後

市
民
生
活
部
文
化
振
興
課

　

文
化
芸
術
班

市
民
生
活
部
文
化
振
興
課

　

文
化
芸
術
班

　

都
市
交
流
室

健
康
福
祉
部
高
齢
障
害
課

　

管
理
班

　

長
寿
支
援
班

　

障
害
者
福
祉
第
一
班

　

障
害
者
福
祉
第
二
班

　

福
祉
こ
ど
も
医
療
班

　

静
風
園

　

太
陽
の
家

健
康
福
祉
部
障
害
者
支
援
課

　
◆
高
齢
者
支
援
課
へ

　

障
害
者
福
祉
班

　

障
害
者
支
援
班

　

福
祉
こ
ど
も
医
療
班

◆
高
齢
者
支
援
課
へ

　

太
陽
の
家

健
康
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　

企
画
調
整
班

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
支
援
班

　
　

地
域
支
援
班
（
室
の
木
１
）

　
　

地
域
支
援
班
（
室
の
木
２
）

　
　

地
域
支
援
班
（
由
宇
）

　
　

地
域
支
援
班
（
周
東
）

　
　

地
域
支
援
班
（
美
川
）

健
康
福
祉
部
高
齢
者
支
援
課

　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
班

　

長
寿
支
援
班

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

地
域
支
援
班

　
　

地
域
支
援
班
（
室
の
木
１
）

　
　

地
域
支
援
班
（
室
の
木
２
）

　
　

地
域
支
援
班
（
由
宇
）

　
　

地
域
支
援
班
（
周
東
）

　
　

地
域
支
援
班
（
美
川
）

　

静
風
園

産
業
振
興
部
商
工
振
興
課

　

商
工
労
働
班

　

企
業
金
融
班

　

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室

産
業
振
興
部
商
工
振
興
課

　

商
工
労
働
班

　

企
業
金
融
班

　

岩
国
ブ
ラ
ン
ド
推
進
班

◆
中
心
市
街
地
整
備
課
へ

産
業
振
興
部
観
光
振
興
課

　

観
光
班

　

岩
国
ブ
ラ
ン
ド
推
進
班

　

空
港
利
用
促
進
室

産
業
振
興
部
観
光
振
興
課

　

観
光
班

◆
商
工
振
興
課
へ

　

空
港
利
用
促
進
室



市
の
人
事
発
令

　

市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を
発

令
し
ま
し
た
。
異
動
し
た
部
長
・
部
次
長
級

の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

危
機
管
理
監　

廣
田
秀
明

消
防
担
当
次
長　

村
中
和
博

市
民
生
活
部
長　

加
納
健
治

文
化
ス
ポ
ー
ツ
担
当
部
長　

井
上
昭
文

環
境
部
長　

村
中
雄
二

健
康
福
祉
部
長　

森
川
義
雄

議
会
事
務
局
長　

村
上
篤
史

保
健
担
当
部
長　

森
本
聡
子

地
域
医
療
担
当
部
長　

山
田
真
也

玖
珂
総
合
支
所
長　

室
茂
康
夫

周
東
総
合
支
所
長　

大
門
幹
也

錦
総
合
支
所
長　

沖
晋
也

美
和
総
合
支
所
長　

岡
村
正
彦

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

米
田
勝
明

水
道
局
次
長　

樋
谷
正
俊

問
職
員
課
☎
㉙
５
０
３
６

農
園
の
貸
し
出
し

●
由
宇
南
沖
・
港
町
ふ
れ
あ
い
農
園

場
所　

由
宇
町
南
沖
三
丁
目
7
7
5
9
―
1
、

港
一
丁
目
６
０
７
７

区
画　

18
㎡

利
用
料　

4
千
円
／
年

問
由
宇
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎
63
１
１
１
４

●
美
和
ほ
の
ぼ
の
農
園　

場
所　

美
和
町
生
見
２
２
１
８
―
１

区
画　

20
㎡

利
用
料　

3
千
円
／
年

問
美
和
総
合
支
所
農
林
建
設
課

☎
96
１
１
１
２

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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募　

集

変　

更　

前

変　

更　

後

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

管
理
班

　

計
画
班

　

景
観
政
策
班

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
班

　

幹
線
道
路
整
備
推
進
室

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　　

計
画
班

　

景
観
政
策
班

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
班

　

幹
線
道
路
整
備
推
進
室

都
市
建
設
部
公
園
み
ど
り
課

　

管
理
班

　

整
備
班

　

公
園
管
理
事
務
所

都
市
建
設
部
公
園
み
ど
り
課

　

管
理
班

　

緑
化
推
進
班

　

整
備
班

　

公
園
管
理
事
務
所

都
市
建
設
部
拠
点
整
備
推
進
課

　

管
理
班

　

愛
宕
山
地
域
開
発
班

　

岩
国
駅
周
辺
整
備
班

　

黒
磯
地
区
整
備
班

都
市
建
設
部
拠
点
整
備
推
進
課

　

企
画
調
整
班

　

整
備
班

◆
中
心
市
街
地
整
備
課
へ

◆
整
備
班
へ
統
合

都
市
建
設
部
中
心
市
街
地
整
備
課

　

活
性
化
推
進
班

　

整
備
班

都
市
建
設
部
開
発
指
導
課

　

開
発
審
査
班

　

建
築
審
査
班

都
市
建
設
部
開
発
指
導
課

　

開
発
審
査
班

　

建
築
審
査
班

　

建
築
指
導
班



市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

対
象　

●
市
営
住
宅　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
人（
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
を
含
む
）

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る
人
お
よ
び
婚
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
人

※
一
人
で
の
申
し
込
み
も
で
き
る
住
宅
に
申

し
込
む
場
合
は
除
く

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③
法
に
規
定
す
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

④
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
法
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

●
特
定
目
的
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、

高
齢
者
向
け
）　

前
記
①
～
⑤
と
次
の
２
つ

の
要
件
を
満
た
す
人

○
60
歳
以
上
の
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
み

か
ら
な
る
世
帯（
一
人
で
の
申
し
込
み
の
場

合
は
60
歳
以
上
の
人
）

○
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度
健
康
な
人

●
特
定
目
的
住
宅
（
心
身
障
害
者
向
け
、
車

椅
子
対
応
）　

前
記
①
～
⑤
の
要
件
を
満
た

し
、
か
つ
入
居
し
よ
う
と
す
る
人
の
中
に
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が
い
る
こ
と

○
身
体
障
害
者　

○
戦
傷
病
者　

○
精
神
障

害
者　

○
知
的
障
害
者

※
詳
し
い
障
害
程
度
な
ど
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
特
定
目
的
住
宅
（
高
齢
者
向
け
）　

前
記

①
～
⑤
と
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
人

○
申
込
者
ま
た
は
配
偶
者
の
い
ず
れ
か
が
60

歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ
る
世
帯（
一
人
で

の
申
し
込
み
の
場
合
は
60
歳
以
上
の
人
）

○
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
程
度
健
康
な
人

●
優
先
枠
な
ど

○
優
先
枠
は
高
齢
者（
60
歳
以
上
）世
帯
、
障

害
者
が
い
る
世
帯
、
母
子
・
父
子
世
帯
な
ど

○
一
人
で
の
申
し
込
み
が
可
能
な
人
は
、
60

歳
以
上
の
人
や
身
体
障
害
者
、
生
活
保
護
受

給
者
な
ど
（
過
疎
地
域
を
除
く
）

※
申
し
込
み
が
な
い
住
宅
は
、
随
時
入
居
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
建
築
住
宅
課
、
総
合
支
所
農
林
建
設
課
、

出
張
所（
岩
国
地
域
）に
備
え
付
け
の
「
募
集

の
し
お
り
」「
募
集
状
況
一
覧
表
」
を
参
照

募
集
期
間　

４
月
20
日
㈭
～
30
日
㈰（
消
印

有
効
）

申
所
定
の
封
筒
に
申
込
書
を
同
封
し
、
住
宅

を
所
管
す
る
本
庁
（
建
築
住
宅
課
）
ま
た
は

総
合
支
所
農
林
建
設
課
へ
郵
送

問
建
築
住
宅
課
☎
㉙
５
１
３
９

総
合
支
所
農
林
建
設
課

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

応
募
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
で
、
県
、
市
、
山
口
県
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

行
う
事
業
な
ど
に
協
力
し
、
活
動
で
き
る
人

任
期　

６
月
１
日
～
平
成
31
年
５
月
31
日

（
２
年
間
）

内
容　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、

地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
を
進

め
る

募
集
期
間　

５
月
19
日
㈮
ま
で

申
所
定
の
応
募
用
紙
を
山
口
県
環
境
政
策
課

ま
た
は
岩
国
市
環
境
保
全
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
、
山
口
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

「
第
10
期
山
口
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
の
募
集
に
つ
い
て
」
の
ペ
ー
ジ
を
参
照

問
山
口
県
環
境
政
策
課

☎
０
８
３
―
９
３
３
―
２
６
９
０

岩
国
市
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

6広報いわくに

種別 管轄 地域 団地（住宅）名 戸数 家賃（円）

市営
住宅

本庁 岩国

松山 １ 30,800～60,400

梅が丘 16（５） 15,700～38,100

萩谷 ２（１） 21,500～44,200

山中 ２（１） 26,400～51,900

由宇 由宇

貞清 １ 17,800～34,900

伊道 １ 18,000～35,400

上北 ２（１） 21,500～42,200

市営
住宅

本庁 岩国

松山 １ 21,100～41,500

黒磯 ２（１）   8,800～18,100

通津 ３（１） 11,600～22,900

周東 周東
川上 １ 4,600～8,000

久田 １ 4,000～7,500

錦

錦

河本 １ 11,600～26,600

尾川 １ 22,300～51,200

須万地 ４（１） 15,700～37,900

美川
わかば台 ３（１） 14,900～23,300

ひかり １ 20,700～47,700

美和
本郷 郷 ４（１） 14,600～31,600

美和 市ヶ原 １ 13,100～25,100

特定
目的
住宅

本庁 岩国

松山（シルバーハウジング、高齢者向け） １ 23,900～47,000

松山（心身障害者向け、車椅子対応） １ 19,900～39,200

通津（高齢者向け） １ 11,100～21,900

由宇 由宇 上北（シルバーハウジング、高齢者向け） １ 18,000～35,300

【１人での申し込みができない住宅】

【１人での申し込みもできる住宅】

※かっこ内は、優先枠の戸数

※かっこ内は、優先枠の戸数



※
受
講
者
に
は
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
進
呈

募
集
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
24
日
㈪

申
問
環
境
保
全
課
☎
㉙
５
１
０
０

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

対
象　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

※
22
歳
未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
も
含
む
）

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
も
含

む
）
は
28
歳
未
満

試
験
日　

５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
（
14
日
は

飛
行
要
員
の
み
）

入
隊　

平
成
30
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

申
込
期
間　

５
月
５
日
㈷
ま
で

申
問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国
地
域

事
務
所
☎
㉓
１
５
８
０

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
習
会

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
窓
に
設
置
す
る
と
、
太

陽
光
を
遮
り
室
温
の
上
昇
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
㈭　

10
時
～
11
時

場
所　

市
役
所　

２
階
特
別
会
議
室

定
員　

36
人
（
先
着
順
）

内
容　

ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方
、
ネ
ッ
ト
の
張
り

方
な
ど

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

　

自
転
車
を
持
ち
込
み
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
る
列
車
を
運
行
し
ま
す
。

※
通
常
は
折
り
畳
み
自
転
車
の
み
持
ち
込
み

可
能

日
時　

平
成
30
年
３
月
16
日
㈮
ま
で
の
平
日

清
流
新
岩
国
駅
８
時
46
分
発
の
錦
町
行
き

区
間　

清
流
新
岩
国
駅
～
錦
町
駅
間

持
ち
込
み
料
金　

無
料（
通
常
運
賃
の
み
必

要
）

※
夏
休
み
、
冬
休
み
、
祝
日
は
除
き
ま
す

※
団
体
で
の
利
用
も
で
き
ま
す
。
利
用
日

時
・
区
間
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
錦
川
鉄
道
㈱

☎
72
２
０
０
２

　

　　　  　学力向上推進教員は地

　　　　域内の学校を継続的に訪

　　　　問し、授業内容への指導・

　　　　助言を専門的に行う教員

です。教員の授業力の向上を図る

ことで、児童生徒の学力向上につ

ながるよう取り組みを進めていま

す。学力向上推進リーダーは教頭

格が務めます。

　現在、学力向上推進リーダー２

人、学力向上推進教員６人の計８

人で市内全ての小・中学校を継続

的に訪問し、訪問校の教員と共に

授業を行っています。授業後には

研修会を開き、授業に使用する教

材や生徒への質問内容など、授業

づくりの具体的な内容について教

員と共に話し合い、教員一人一人

に具体的な授業アドバイスをして

います。

　また「学力向上推進だより」や

「授業だより」を作成し、学力向

上に向けた効果的な取り組みを市

内に紹介しています。

問学校教育課☎㉙5204

　　

　　

　　
Ａ

　　　　　学力向上推進リーダー、

　　　　学力向上推進教員ってな

　　　　に？

　　

　　

　　
Ｑ

市役所なんでも

　　　　Ｑ＆Ａ
市

知っちょる!?

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404

イ
ベ
ン
ト

7 2017.4.15

試　

験

講
演
・
講
座



8

申
問
（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

☎
FAX

32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時
（
土
・
日
曜
、祝
日
を
除
く
）

市
弓
道
連
盟
事
務
局（
武
内
）☎
46
０
３
６
３

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
の　
　
　
　
　

　
　

「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
」

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

４
月
27
日
㈭　

10
時
15
分
～
45
分

内
容　

親
子
で
一
緒
に
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏（「
わ
ら
べ
っ
子
の
集

い
」
代
表
）

料
金　

無
料

広
島
東
洋
カ
ー
プ
共
同
応
援

●
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
戦

日
時　

６
月
４
日
㈰　

13
時
30
分

場
所　

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
広
島
市
）

定
員　

３
０
０
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

料
金　

３
歳
以
上
＝
１
７
０
０
円
（
外
野
指

定
席
券
、ス
カ
イ
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ル
ー
ン
付
き
）

募
集
期
間　

５
月
８
日
㈪
ま
で（
消
印
有
効
）

申
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員（
５
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
郵
送

宛
先　

〒
７
３
０
―
８
５
８
６
（
住
所
不
要
）

広
島
市
広
域
都
市
圏
推
進
課
内
広
島
広
域
都

市
圏
協
議
会

問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

☎
０
８
２
―
５
０
４
―
２
０
１
７

四
季
の
味 

山
代
の
里
感
謝
祭

日
時　

４
月
29
日
㈷　

９
時
～
13
時

場
所　

四
季
の
味 

山
代
の
里
（
本
郷
農
山

村
広
場
近
く
）

内
容　

○
あ
ん
こ
寿
司
や
ヤ
ー
コ
ン
の
加
工

品
な
ど
の
販
売　

○
野
菜
な
ど
の
展
示
即
売

○
山
代
本
谷
神
楽　

○
餅
ま
き　

ほ
か

※
先
着
１
０
０
人
に
豚
汁
を
無
料
配
布

問
四
季
の
味 

山
代
の
里
☎
75
２
１
０
０

※
営
業
日
＝
水
・
土
曜

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
教
室

対
象　

市
内
ま
た
は
近
隣
に
在
住
の
小
・
中

学
生

日
時　

４
月
～
６
月
の
毎
週
月
・
金
曜　

18

時
～
20
時
（
祝
日
は
原
則
休
み
）

場
所　

岩
国
総
合
支
援
学
校　

体
育
館

定
員　

20
人

料
金　

２
千
円
／
月

募
集
期
間　

随
時

申
問
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
（
松
重
）

☎
０
９
０
―
３
３
７
５
―
０
３
２
７

ジ
ュ
ニ
ア
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
野
村
）

☎
０
８
０
―
１
９
３
５
―
３
３
１
０

初
心
者
弓
道
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
人

日
時　

５
月
６
日
㈯
～
７
月
８
日
㈯
の
毎
週

土
曜
（
５
月
27
日
・
６
月
24
日
は
除
く
）
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
全
８
回
）

場
所　

日
本
製
紙
錦
陽
館
弓
道
場

定
員　

20
人

料
金　

千
円
（
初
回
徴
収
）

募
集
期
間　

４
月
24
日
㈪
～
28
日
㈮

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

中
央
図
書
館

広報いわくに



㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
古
代
ハ
ス
を
育
て
よ
う
！

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

５
月
14
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人
（
先
着
順
）

※
募
集
開
始
日
の
９
時
30
分
ま
で
に
定
員
を

超
過
し
た
場
合
は
抽
選

内
容　

古
代
の
ハ
ス
を
家
の
バ
ケ
ツ
で
育
て

て
花
を
咲
か
せ
て
み
よ
う

募
集
開
始　

４
月
30
日
㈰　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座

対
象　

①
幼
児
～
小
学
３
年
生

②
小
学
４
年
～
６
年
生

日
時　

毎
月
第
１
・
３
日
曜　

①
＝
10
時
～

11
時　

②
＝
11
時
～
12
時

定
員　

各
20
人
（
先
着
順
）

講
師　

田
丸
美
佳
氏
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
バ
レ
エ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）

料
金　

２
千
円
／
月

※
購
入
品
（
シ
ュ
ー
ズ
、
レ
オ
タ
ー
ド
、
タ

イ
ツ
）
に
つ
い
て
は
初
回
に
説
明

※
講
座
の
体
験
、
見
学
が
で
き
ま
す

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
周
東
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎
㉒
０
４
９
０

快
適
に
暮
ら
す
た
め
の

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

人日
時　

５
月
28
日
㈰　

13
時
～
15
時

定
員　

30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
２
人
１
組
で
の
申
し
込
み
可

※
未
就
学
児
（
１
歳
以
上
）
の
託
児
あ
り
（
無

料
、
事
前
予
約
が
必
要
）

内
容　

怒
り
の
感
情
に
対
す
る
向
き
合
い
方

や
、
怒
っ
て
い
る
人
へ
の
対
処
法
を
学
ぶ

料
金　

無
料

募
集
期
間　

５
月
15
日
㈪
ま
で

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
可
能
な
限

り
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

㊡
火
曜

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎
62
０
１
６
０

作
っ
て
学
ぼ
う
！　

　
　
　
　

ク
リ
オ
ネ
の
ふ
し
ぎ

対
象　

誰
で
も
（
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷　

13
時
～
16

時
（
予
約
不
要
、
所
要
時
間
20
分
程
度
）

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

体
験
学
習
室

内
容　

「
流
氷
の
天
使
」
ク
リ
オ
ネ
と
触
れ

合
い
な
が
ら
ク
リ
オ
ネ
の
模
型
を
作
り
、
体

に
隠
さ
れ
た
秘
密
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ

※
模
型
は
水
に
浮
か
べ
て
遊
べ
ま
す

料
金　

１
０
０
円

（
模
型
材
料
費
）

周
東
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

科
学
セ
ン
タ
ー

働
く
婦
人
の
家

ミ
ク
ロ
生
物
館

9 2017.4.15

▲クリオネの模型



10

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

●
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

親
子（
子
供
は
生
後
２
カ
月
～
２
歳
）

日
時　

隔
週
水
曜（
月
２
回
）　

10
時
～
11
時

30
分
（
４
月
の
開
講
日
は
26
日
㈬
）

場
所　

総
合
体
育
館

定
員

15
組

料
金　

１
０
２
０
円
／
回

募
集
期
間

４
月
15
日
㈯
～
随
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

●
エ
ン
ジ
ョ
イ
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

中
学
生
以
上

日
時　

毎
週
金
曜　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

総
合
体
育
館

定
員

20
人

内
容　

初
心
者
向
け
社
交
ダ
ン
ス

料
金　

３
５
９
０
円
／
月

持
参
品　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間

４
月
15
日
㈯
～
随
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

●
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
パ

対
象

20
～
40
代
の
独
身
男
女

日
時　

５
月
13
日
㈯

18
時
～
21
時

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場
・
会
議
室

定
員　

男
女
各
15
人

内
容　

性
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
体
験

し
て
交
流
す
る
（
軽
食
あ
り
）

料
金　

男
性
＝
２
５
０
０
円
、
女
性
＝
２
千

円持
参
品

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ

募
集
期
間

４
月
15
日
㈯
～
５
月
９
日
㈫

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

（
一
財
）岩
国
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

主
催
教
室

●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室（
前
期
）

対
象　

市
内
か
近
郊
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
す
る
10
歳
以
上
の
人

日
時　

５
月
５
日
㈷
～
26
日
㈮
の
毎
週
金
曜

18
時
～
21
時
（
全
４
回
）

場
所　

市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

定
員

10
人

料
金　

３
５
０
０
円
（
初
回
徴
収
）

募
集
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
５
月
２
日
㈫

申
問
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）

岩
国
市
体
育
協
会
☎
FAX

32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
の
人

日
時　

５
月
18
日
㈭
～
６
月
29
日
㈭
の
毎
週

木
曜　

９
時
～
12
時

場
所　

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

30
人

料
金　

３
千
円
（
初
回
徴
収
）

募
集
期
間　

４
月
17
日
㈪
～
５
月
15
日
㈪

申
問
電
話
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）

岩
国
市
体
育
協
会
☎
FAX

32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！ 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
運
動

制
限
を
受
け
て
い
な
い
女
性

日
時　

５
月
８
日
㈪
～
７
月
24
日
㈪
の
毎
週

月
曜
（
６
月
５
日
・
12
日
、
７
月
12
日
は
除

く
）
19
時
～
（
全
10
回
）

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員

40
人

内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
、自
宅

で
も
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
紹
介
・
実
践

料
金　

４
千
円
（
申
し
込
み
時
に
徴
収
）

募
集
期
間

４
月
17
日
㈪
～
28
日
㈮

申
問
料
金
を
添
え
て
直
接
、（
一
財
）
岩
国

市
体
育
協
会
☎
FAX

32
７
３
７
２

※
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

㊡
な
し

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
映
画
上
映

●
Ｉ 

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

ス
ヌ
ー
ピ
ー 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ

Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｔ
Ｓ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ

日
時　

５
月
３
日
㈷　

①
10
時
～　

②
14
時

～場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

内
容　

ス
ヌ
ー
ピ
ー
と
チ
ャ
ー
リ
ー
・
ブ
ラ

ウ
ン
や
そ
の
仲
間
た
ち
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
名

作
コ
ミ
ッ
ク
「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
」
の
Ｃ
Ｇ
／
３

Ｄ
映
画
（
日
本
語
吹
き
替
え
版
／
上
映
時
間

約
90
分
）

料
金　

【
自
由
席
】
５
０
０
円
（
大
人
・
子

供
同
一
料
金
）

※
０
歳
児
か
ら
入
場
可
能
、
３
歳
未
満
は
膝

上
鑑
賞
無
料

岩
国
運
動
公
園

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

広報いわくに
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都
市
を
宣
言
す
る
な
ど
、
本
市
の
輝
か
し
い

未
来
の
創
造
に
向
け
て
市
民
の
皆
様
と
共
に

手
を
取
り
合
っ
て
い
く
こ
と
を
再
認
識
い
た

し
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
バ
マ

大
統
領
が
現
職
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
広

島
を
訪
問
さ
れ
、
私
も
岩
国
基
地
で
大
統
領

を
出
迎
え
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
会
話
す
る
機
会
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
統
領
が
岩
国
基
地
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
岩

国
市
民
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
本
市
と
米
国
が
良
好
な
関

係
を
築
い
て
き
た
こ
と
の
証
し
で
あ
る
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
移

行
や
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
な
ど
、
国

際
環
境
は
複
雑
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
世
界
情
勢
を
注
視
し
な
が
ら
も
、

市
長
就
任
以
来
一
貫
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す

「
夢
を
か
た
ち
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
一
つ

一
つ
夢
の
実
現
に
向
け
ま
い
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

「
米
軍
再
編
」
に
つ
き
ま
し
て
は
空
母
艦

載
機
の
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
に
関
し
、
去

る
１
月
20
日
、
岸
外
務
副
大
臣
お
よ
び
宮
澤

防
衛
大
臣
政
務
官
か
ら
、
移
駐
の
時
期
、
航

空
機
の
機
種
・
機
数
、
そ
れ
を
基
に
新
た
に

作
成
さ
れ
た
騒
音
予
測
コ
ン
タ
ー
、
Ｅ
―
２

Ｄ
の
配
備
前
訓
練
に
つ
い
て
説
明
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

同
月
27
日
に
は
、
市
議
会
全
員
協
議
会
に

お
い
て
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
か
ら
２
０
１
７
年
頃

に
59
機
が
移
駐
す
る
と
説
明
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
移
駐
す
る
機
数
は
61
機
と
見
込
ま

れ
、
早
け
れ
ば
今
年
の
７
月
以
降
に
開
始
さ

れ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
市
に
お
い
て
は
現
在
、

安
心
・
安
全
対
策
や
地
域
振
興
策
等
に
係
る

国
と
の
協
議
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
現

時
点
に
お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
が
納
得
の

で
き
る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
説
明
が

あ
っ
た
際
、私
は
国
に
対
し「
覚
悟
を
持
っ
て
、

目
に
見
え
る
形
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

全
員
協
議
会
に
お
い
て
も
、
満
足
の
で
き

る
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
多

く
の
議
員
の
皆
様
か
ら
厳
し
い
ご
意
見
や
ご

質
問
が
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
防
犯
灯
・
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、
市
立
小
中
学
校
の
給
食

無
償
化
、
岩
国
南
バ
イ
パ
ス
の
南
伸
な
ど
に

つ
い
て
も
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
国
市
や
市
議
会
か
ら
の
意
見
や
要
望
に

対
し
て
は
、
岸
外
務
副
大
臣
お
よ
び
宮
澤
防

衛
大
臣
政
務
官
か
ら
、
前
向
き
な
回
答
が
あ

っ
た
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
５
日
に
は
私
と
桑
原
議
長
が
菅
官
房

長
官
と
面
談
し
、
そ
の
際
に
も
同
様
の
要
望

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
官
房
長
官

か
ら
「
政
府
と
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
し
て

い
き
た
い
」
と
の
ご
発
言
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
要
望

に
対
し
て
国
を
挙
げ
て
目
に
見
え
る
形
で
し

っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

空
母
艦
載
機
の
移
駐
に
関
し
て
、
具
体
的

な
移
駐
の
時
期
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の

今
後
の
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
移
駐
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
は
な
く
安
心
・
安
全
対

策
、
地
域
振
興
策
等
に
係
る
国
と
の
協
議
を

継
続
し
、
協
議
に
一
定
の
区
切
り
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で
、
達
成
状
況
や
各

要
望
事
項
に
対
す
る
国
の
対
応
状
況
を
踏
ま

え
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
成
果
も
併
せ
て
総
合

的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、
市
政
は
実
際
の
取
り
組
み
に
お
い

て
実
効
性
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
米
軍
再
編
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
現
実

的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
対
応
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
愛
宕
山
ま
ち
づ
く

り
区
域
の
整
備
、
こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
、

中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
学
校
施
設

等
の
耐
震
化
、
防
災
無
線
放
送
施
設
の
整
備

を
は
じ
め
、
地
域
の
生
活
環
境
の
改
善
の
た

め
、
市
道
の
改
良
舗
装
や
河
川
の
改
修
・
浸

水
対
策
な
ど
に
も
再
編
交
付
金
を
活
用
し
て

事
業
を
実
施
し
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
、
航
空
機
騒
音
や
事
件
・
事
故
を
は

じ
め
、
基
地
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
住
宅
防
音
工
事

の
対
象
住
宅
の
拡
大
や
安
心
・
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
、
基
地
内
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

平成29年度
　　　　施政方針

　

平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
諸

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
ま
し
て
、
施
政
方
針

に
つ
い
て
、
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

私
が
市
長
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

早
く
も
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年

を
振
り
返
り
ま
す
と
、
岩
国
市
は
平
成
18
年

の
市
町
村
合
併
か
ら
10
年
の
節
目
を
迎
え
、

３
月
に
は
記
念
式
典
を
開
催
し
「
市
民
の
心

を
よ
り
一
つ
に
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て

作
成
し
た
岩
国
市
歌
を
披
露
す
る
と
と
も

に
「
文
化
芸
術
が
彩
る　

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま

ち
」
を
築
い
て
い
く
た
め
に
文
化
芸
術
創
造

　平成29年４月１日から翌年の３月31日

までの１年間に行う施策などを示す施政方

針。２月23日開催の市議会３月定例会の

初日に、福田良彦市長が発表した平成29

年度施政方針を紹介します。

は
じ
め
に

米
軍
再
編

2017.4.15



ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た

め
の
６
つ
の
基
本
目
標
と
行
政
経
営

12

た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

観
光
交
流
の
推
進

　

観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

登
録
有
形
文
化
財
「
國
安
家
住
宅
」
を
活
用

し
た
「
岩
国
市
観
光
交
流
所
」
を
観
光
・
物

産
情
報
の
提
供
や
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

と
し
て
本
年
３
月
末
に
オ
ー
プ
ン
予
定
と
し

て
お
り
、
吉
香
公
園
内
に
は
「
錦
帯
橋
の
う

飼
」
の
主
役
で
あ
る
鵜
の
飼
育
場
も
同
時
期

に
完
成
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台

列
車
「
瑞み

ず
か
ぜ風

」
の
立
ち
寄
り
観
光
が
、
月
２

回
程
度
予
定
さ
れ
、
利
用
者
の
皆
様
に
本
市

の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
錦
帯
橋
周
辺
の
観
光

を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
関
連
事
業
で
は
、
岩

国
藩
鉄
砲
隊
の
演
舞
や
岩
国
市
観
光
協
会
が

実
施
す
る
錦
帯
橋
地
酒
舟
な
ど
、
錦
帯
橋
周

辺
地
域
に
お
け
る
魅
力
向
上
を
図
り
な
が
ら

誘
客
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し
ま
し
て
は
、
連

携
中
枢
都
市
圏
に
よ
る
取
り
組
み
の
中
で
、

広
島
市
と
連
携
し
た
広
島
フ
リ
ーW

i-F
i

の
整
備
を
随
時
進
め
る
こ
と
で
、
外
国
人
観

光
客
に
向
け
た
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
市
内
各
地
域
の
観
光
資

源
の
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市
町
や
各
観

た
。
今
後
も
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に

全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
上
で
、

地
域
の
負
担
と
協
力
に
見
合
う
だ
け
の
財
政

的
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
国
と
交
渉
し
、
本

市
の
長
期
的
な
発
展
に
向
け
て
、
よ
り
一
層

の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
、
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
「
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
包

ま
れ
、
笑
顔
と
活
力
あ
ふ
れ
る
交
流
の
ま
ち

岩
国
」
を
実
現
す
る
た
め
の
６
つ
の
基
本
目

標
と
そ
れ
を
支
え
る
行
政
経
営
に
つ
い
て
、

主
な
取
り
組
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
供
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
人
々

と
連
携
し
子
育
て
を
支
え
合
う
こ
と
で
誰
も

が
明
る
く
充
実
し
た
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
社
会

と
な
る
よ
う
、
施
策
の
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

の
「
い
わ
く
に
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
」
を
活

用
し
て
多
様
な
子
育
て
支
援
情
報
を
発
信
し

て
お
り
、
今
後
も
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報

の
収
集
を
積
極
的
に
行
い
、
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
そ
し
て
子
育
て
に
わ

た
り
、
切
れ
目
の
な
い
き
め
細
か
な
相
談
・

助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い
、
全
て
の
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
目
指
す
と
と
も
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
接
種
費
用
の
助
成
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
と
こ
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら

所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
対
象
年
齢

を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ

の
ほ
か
市
立
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
の
検

討
を
進
め
る
な
ど
、
今
後
と
も
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
を

し
っ
か
り
と
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
一

人
一
人
の
「
豊
か
な
人
生
」
を
目
指
し
、
市

民
の
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
、
健
康
で
生
き

生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
健
康
づ
く
り
推
進
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
る
た
め
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
生
活
習

慣
病
の
予
防
に
向
け
た
食
生
活
の
改
善
や
、

運
動
習
慣
・
健
診
受
診
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
づ
く
り

　

高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
総
合
的
な
推
進

と
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
、

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住
ま
い
お
よ
び

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
お
よ
び
実
現

に
向
け
、
市
民
組
織
、
関
係
機
関
、
関
係
団

体
と
連
携
・
協
働
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

光
協
会
、
岩
国
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
広
域
的
な
観
光
誘
客
を
積
極
的
に
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致
の
推
進

　

地
域
活
性
化
の
鍵
を
握
る
「
雇
用
」
と
「
所

得
」
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
る
企
業
立
地

に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
開
港

を
契
機
に
着
実
に
成
果
が
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
首
都
圏
の
企
業
３
千
社
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
「
企
業
誘
致

タ
ー
ゲ
ッ
ト
デ
ー
タ
戦
略
事
業
」
の
結
果
を

基
に
、
首
都
圏
に
向
け
て
の
企
業
誘
致
を
更

に
強
力
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
33
年
度
を
め
ど
に
、
防
衛
装
備
庁
艦

艇
装
備
研
究
所
の
試
験
評
価
施
設
が
本
市
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

先
進
的
な
研
究
分
野
で
あ
る
「
水
中
無
人
機

を
試
験
評
価
す
る
施
設
」
と
な
る
こ
と
か
ら

関
連
す
る
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
新
た
な
産

業
や
雇
用
の
創
出
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
温
暖
な
気
候
」
や
「
地
震
リ
ス
ク
の
少

な
さ
」
な
ど
の
地
理
的
条
件
に
加
え
、
岩
国

錦
帯
橋
空
港
を
は
じ
め
と
す
る
「
陸
・
海
・

空
」
の
全
て
の
交
通
基
盤
が
そ
ろ
っ
た
山
口

県
東
部
の
拠
点
都
市
と
し
て
の
高
い
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
い
か
し
、
よ
り
多
く
の
企
業
が
本

市
に
進
出
さ
れ
る
よ
う
私
自
ら
も
精
力
的
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は

「
岩
国
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

に
掲
載
し
た
52
事
業
を
よ
り
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、
株
式
会
社
街
づ
く
り
岩
国
か
ら

広報いわくに

子
育
て
と
い
き
い
き
と
し
た
暮
ら

し
を
応
援
す
る
ま
ち

目標１

健
康
・
福
祉

空
港
を
軸
と
し
た
活
力
あ
る
産
業

と
観
光
の
ま
ち

目標２

産
業
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「
岩
国
駅
周
辺
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
が

提
案
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
、
中
心

市
街
地
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
の
事

業
に
、
引
き
続
き
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
岩
国
駅
周
辺
に
お
け
る
民
間
事
業
者

に
よ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
、
官
民

が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を
踏
ま

え
た
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

空
港
の
利
活
用
の
促
進

　

岩
国
錦
帯
橋
空
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
か
ら
１
日
５
便
に
増
便
さ
れ
た
羽
田
線
が

継
続
運
航
さ
れ
る
と
と
も
に
来
月
26
日
か
ら

は
岩
国
那
覇
線
が
再
開
さ
れ
沖
縄
で
の
滞
在

時
間
が
拡
大
す
る
、
市
民
の
皆
様
が
利
用
し

や
す
い
運
航
ダ
イ
ヤ
で
年
間
運
航
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
恵
ま
れ
た
気
象
条
件
に
よ
る
安
定

的
な
運
航
や
市
街
地
に
近
い
こ
と
な
ど
、
安

定
性
と
利
便
性
の
良
い
空
港
の
特
性
を
い
か

し
、
近
隣
市
町
の
広
域
的
な
利
用
だ
け
で
な

く
、
首
都
圏
や
沖
縄
県
か
ら
の
誘
客
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
行
い
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
空
港
施
設
の

機
能
充
実
な
ど
に
お
い
て
も
、
山
口
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
空
港
の
更
な
る
利
便
性

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

岩
国
港
臨
港
道
路
の
整
備

　

岩
国
港
臨
港
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

の
直
轄
事
業
と
し
て
全
延
長
２
・
９
㎞
の
整

備
計
画
で
着
工
さ
れ
て
お
り
、
装
束
地
区
か

ら
ポ
ー
ト
ビ
ル
前
ま
で
の
区
間
が
昨
年
４
月

24
日
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
、
残
り
の
区
間
に

つ
い
て
も
、
平
成
32
年
度
の
事
業
完
了
を
目

指
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
と
し
ま

し
て
は
全
線
の
早
期
完
成
に
向
け
、
引
き
続

き
国
お
よ
び
県
に
強
く
要
請
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
対

し
て
は
ま
ち
の
魅
力
を
再
確
認
、
再
発
見
し
、

ま
ち
へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
、
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
を
図
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
た
市
外
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
対
し

て
は
、
本
市
の
魅
力
あ
る
資
源
や
充
実
し
た

施
策
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
認
知
度
を

高
め
「
訪
れ
て
み
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
か
つ

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
度
中
に
策
定
予
定
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
官
民
協
働
の
「（
仮
称
）
岩
国
市

地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、

当
協
議
会
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
商
品
開
発
支
援
等
の
取
り
組
み
を
通

じ
、
本
市
特
産
品
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幹
線
道
路
整
備
の
促
進

　

幹
線
道
路
は
広
域
的
な
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
・
強
化
を
図
る
重
要
な
道
路
で

あ
り
、
渋
滞
緩
和
や
災
害
に
強
い
道
づ
く
り
、

岩
国
錦
帯
橋
空
港
等
の
地
域
拠
点
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
の
観
点
等
か
ら
も
不
可
欠
の

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岩
国
大
竹
道
路
の

早
期
整
備
、
岩
国
南
バ
イ
パ
ス
の
南
伸
お
よ

び
岩
国
西
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

官
民
一
体
で
国
や
県
に
対
し
強
く
要
望
し
、

着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

岩
国
駅
の
整
備

　

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
西
自

由
通
路
と
橋
上
駅
舎
の
鉄
骨
工
事
が
完
了
し
、

平
成
29
年
度
内
の
供
用
開
始
に
向
け
て
本
体

工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
自
由
通
路
と
橋

上
駅
舎
の
完
成
に
よ
り
、
誰
も
が
安
全
に
岩

国
駅
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
と

も
に
、
駅
東
西
地
域
の
自
由
な
交
流
や
中
心

市
街
地
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

駅
舎
内
に
は
、
新
た
に
バ
ス
待
合
と
観
光

案
内
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
を
設
置
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の

利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
岩
国
駅
と
な
る
よ
う
、
東
西
駅
前
広
場
等

の
平
成
31
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指
し
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
交
通
利
用
促
進

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
交
通
弱
者
へ
の
移

動
手
段
の
確
保
な
ど
新
た
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
「
岩
国
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」
を
策
定
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も
に
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
な
ど
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
交
通
の
充
実
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

愛
宕
山
運
動
施
設

　

現
在
国
が
工
事
を
進
め
て
い
る
愛
宕
山
地

区
の
運
動
施
設
エ
リ
ア
に
お
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
要
望
を
踏
ま
え
た
、
高
校
野

球
の
公
式
試
合
が
で
き
る
規
模
の
野
球
場
、

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
に
サ
ッ
カ
ー
場
の
あ
る
陸

上
競
技
場
、
日
米
文
化
交
流
に
利
用
可
能
な

和
室
や
調
理
室
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
、
平
成
29
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
鋭
意
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
施
設
が
岩
国
運
動
公
園
な

ど
と
同
様
の
利
用
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

日
米
交
流
を
通
じ
て
双
方
の
絆
を
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
が
得
ら
れ

る
場
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
防
衛
省
や
米

軍
と
の
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

下
水
道
施
設
の
整
備

　

公
共
用
水
域
の
水
質
や
水
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、
生
活
排
水
対
策
の
一
つ
と
し
て

推
進
し
て
お
り
ま
す
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
防
衛
省
の

補
助
金
を
活
用
し
た
川
下
地
区
の
下
水
道
整

備
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
下
水
道
普
及
率
の

更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療
・
防
災
交
流
拠
点
の
整
備

　

愛
宕
山
ま
ち
づ
く
り
区
域
に
お
き
ま
し
て

は
本
市
の
「
医
療
・
防
災
交
流
拠
点
」
の
整

2017.4.15

平成29年度施政方針

誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち

目標4

安
心
・
安
全

豊
か
な
自
然
と
充
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た
社
会
基

盤
に
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

目標３

生
活
環
境
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備
を
進
め
て
お
り
、
昨
年
３
月
か
ら
最
新
鋭

の
高
機
能
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
消

防
本
部
や
、
災
害
体
験
学
習
が
可
能
な
「
防

災
学
習
館
」
な
ど
を
併
設
す
る
「
い
わ
く
に

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

隣
接
す
る
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
は
、
平

常
時
に
は
市
民
の
誰
も
が
憩
い
・
集
え
る
施

設
と
し
て
、
災
害
発
生
時
に
は
医
療
セ
ン
タ

ー
や
防
災
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
近
隣
地
域

の
一
時
避
難
所
や
物
資
の
輸
送
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
か
ら

造
成
工
事
に
着
手
し
、
平
成
32
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
対
策
の
充
実

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
の
岩

国
地
区
消
防
組
合
中
央
消
防
署
玖
西
出
張
所

お
よ
び
玖
珂
機
関
員
駐
在
所
の
消
防
庁
舎
を

統
合
移
転
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
統
合
移
転
に
よ
り
職
員
増
員
に
よ
る

体
制
強
化
や
救
急
車
両
等
の
増
車
を
図
る
こ

と
で
、
玖
西
地
域
は
も
と
よ
り
南
河
内
、
北

河
内
地
区
へ
の
火
災
、
救
急
出
動
に
も
迅
速

か
つ
機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
安
心
、
安
全
が
向
上
す
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
活
用

　

黒
磯
地
区
の
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に

つ
き
ま
し
て
は
「
市
民
が
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
２

カ
年
を
か
け
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方

針
や
土
地
利
用
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

安
心
・
安
全
対
策
の
推
進

　

子
供
た
ち
の
通
学
路
に
お
け
る
、
交
通
安

全
・
生
活
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
も
地
域
の
状
況
に
基
づ
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

設
置
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

歩
道
の
設
置
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
対

策
と
し
て
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
維
持
補

修
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
化

も
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
雨
に
よ
る
冠
水
が
多
く
発
生
し

て
い
る
地
区
に
お
い
て
は
浸
水
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
排
水
施
設
網
の
整
備
や
地
下

調
整
池
の
設
置
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

普
通
河
川
の
流
末
に
お
け
る
排
水
処
理
能
力

向
上
の
た
め
、
ポ
ン
プ
場
の
改
良
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
山
口
県
が
指
定
し
た
「
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
」
に
つ
い
て
関
係
す
る
地
区
の

方
々
へ
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進

　

地
域
連
携
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
が
核
と
な

り
、
中
学
校
区
ご
と
に
構
築
し
た
地
域
協
育

ネ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
い
か
し
て
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
に
よ
り

社
会
総
掛
か
り
で
子
供
た
ち
の
学
び
や
育
ち

を
見
守
り
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
小
中
連
携
を
深
化
・
充
実
さ
せ
「
岩

国
市
小
中
一
貫
教
育
」
の
基
本
方
針
・
基
本

計
画
の
下
、
義
務
教
育
９
年
間
を
通
し
て
継

続
的
で
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
推
進
し
、
児

童
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
を
伸
ば
し
そ
れ
ぞ

れ
の
夢
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

　

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
確
か
な
学

力
を
身
に
付
け
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い

け
る
よ
う
、
小
中
学
校
の
防
災
機
能
の
強
化

や
空
調
設
備
の
整
備
促
進
な
ど
安
心
・
安
全

で
快
適
な
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
玖
珂
小
学
校
の
校
舎
完
成
に
伴
う
周

辺
整
備
や
東
小
・
中
一
貫
教
育
校
の
校
舎
建

設
整
備
へ
の
取
り
組
み
、（
仮
称
）
玖
珂
・

周
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
施
設

の
改
築
事
業
・
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
も
積

極
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
現
代
の
情
報
化
社
会
を
生
き
抜
く

子
供
の
育
成
を
目
指
し
、
市
立
の
全
小
中
学

校
に
整
備
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
を
活
用

し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
・
芸
術
の
振
興

　

昨
年
３
月
、
市
と
市
民
、
文
化
芸
術
団
体

が
手
を
携
え
て
、
文
化
芸
術
の
振
興
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

た
め
「
文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
の
将
来
像
と
し
て
掲

げ
る
『
文
化
芸
術
が
彩
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま

ち
～
世
界
へ
、
そ
し
て
未
来
へ
～
』
の
実
現

を
目
指
し
て
「
錦
帯
橋
千
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」「
世
界
と
つ
な
が
る
文
化
交
流
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」「
未
来
へ
は
ば
た
く　

子
供
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
・
活
用

　

錦
帯
橋
か
ら
広
が
る
美
し
い
景
観
、
そ
し

て
歴
史
や
構
造
と
い
っ
た
橋
の
価
値
を
国
内

外
に
広
め
、
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
と
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
（
仮
称
）

錦
帯
橋
資
料
館
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
昨
年
11
月
に
錦
帯
橋
世
界
文
化
遺

産
登
録
推
進
協
議
会
を
設
立
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
山
口
県
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深

め
、
錦
帯
橋
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
つ
ど
い
等
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
促
進
を
図
り
ス
ポ
ー

ツ
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
昨

年
４
月
に
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
日
本
体
育
大
学
に
選

手
等
を
派
遣
す
る
事
業
や
市
内
小
中
学
校
等

に
講
師
を
招
へ
い
す
る
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
国
際
交
流
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

活
性
化
を
目
指
し
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
大
会
期
間
前
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

誘
致
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
９
月
に
策
定
し
た
「
岩
国
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
促
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
活

動
団
体
や
自
治
会
と
い
っ
た
多
様
な
主
体
と

連
携
し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

な
ど
、
市
民
一
人
一
人
が
地
域
社
会
の
一
員

広報いわくに

支
え
あ
い
と
協
働
で
つ
く
る
絆
の

あ
る
ま
ち

心
の
豊
か
さ
と
生
き
抜
く
力
を
育

む
教
育
文
化
の
ま
ち

目標５

教
育
・
文
化

目標６

市
民
協
働
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で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
住
み
良
い
ま
ち
に

し
て
い
く
た
め
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
際
の
具

体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
市
民
活
動
団
体
や
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
い
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手

を
育
成
す
る
な
ど
、
市
民
が
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
・
参
画
で
き
る
機
会
お
よ
び

互
助
・
共
助
を
進
め
る
体
制
の
整
備
を
行
い
、

市
全
体
に
協
働
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
振
興　

　

中
山
間
地
域
は
人
口
の
著
し
い
減
少
と
少

子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に
伴
い
、
集
落
機

能
の
低
下
や
農
林
水
産
業
等
の
経
済
活
動
の

停
滞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て

い
る
地
域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な

集
落
対
策
を
行
う
こ
と
が
地
域
に
人
を
呼
び

込
む
こ
と
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
い

う
考
え
の
下
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
の

外
部
人
材
の
活
用
と
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事

業
と
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
地
域
の
皆
様
と

協
働
し
て
地
域
力
の
維
持
と
活
性
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、
農
林
漁
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

拡
大
な
ど
山
積
す
る
課
題
に
積
極
的
に
対
応

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
農
林
水
産
業
を
支
え
る
担
い

手
づ
く
り
、
美
し
く
豊
か
な
里
山
や
里
海
を

い
か
し
た
活
力
に
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
、

農
林
水
産
業
の
生
産
基
盤
づ
く
り
に
加
え
、

近
年
顕
著
に
な
っ
て
い
る
鳥
獣
被
害
の
防
止

策
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
経
営
改
革
の
推
進

　

人
材
、
資
産
、
財
源
、
情
報
と
い
っ
た
限

ら
れ
た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
行
政
経
営

改
革
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
現
在
全
庁
的
に
業
務

改
善
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
運
動
を

通
し
て
職
員
個
々
の
意
識
改
革
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
住
民
票
の
写
し
、
戸

籍
証
明
書
等
を
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交

付
」
の
平
成
30
年
度
導
入
に
向
け
、
シ
ス
テ

ム
改
修
等
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
玖
珂
・
周
東
の
庁
舎
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て

だ
け
で
な
く
市
民
活
動
や
防
災
の
拠
点
と
し

て
、
多
様
で
総
合
的
な
機
能
が
発
揮
で
き
る

複
合
施
設
と
し
て
平
成
32
年
４
月
の
供
用
開

始
を
目
指
し
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
岩
国
市
民
の
よ
り
良
い
未
来
の
た

め
、
安
心
・
安
全
で
次
世
代
に
負
担
を
か
け

な
い
最
適
な
公
共
施
設
等
を
目
指
し
て
、
公

共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
や
実

施
方
針
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
や
公
共
施
設
全
体
の
再

編
・
再
配
置
な
ど
個
別
具
体
的
な
行
動
計
画

の
策
定
を
進
め
、
公
共
施
設
等
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

財
政
基
盤
の
強
化

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
財

政
健
全
化
計
画
」
や
「
財
政
計
画
」
に
基
づ

き
、
市
債
残
高
の
縮
減
を
は
じ
め
と
し
た
将

来
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
健
全

化
判
断
比
率
に
お
い
て
は
徐
々
に
改
善
が
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
歳
入
に
お
い
て
は
、
市
税

の
増
収
が
見
込
め
な
い
中
、
普
通
交
付
税
の

段
階
的
な
縮
減
が
始
ま
っ
て
か
ら
２
年
目
と

な
り
、
今
後
も
更
な
る
減
収
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
で
歳
出
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
の
進

展
な
ど
に
よ
る
社
会
保
障
費
や
、
大
規
模
事

業
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
等
に
多
額
の
一

般
財
源
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
く
も
の
と
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
大
規
模
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
合
併

特
例
債
な
ど
の
市
債
発
行
額
が
増
加
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
発
行
額
が
償
還
額
を
上
回
り
、

市
債
現
在
高
は
増
加
に
転
ず
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
こ
れ
が
将
来
の
財
政
負
担
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
財
政
計
画
の

見
直
し
を
行
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可

能
な
財
政
運
営
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
29
年
度
の
重
要
課
題
や
主
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
我
が
国
で
は
平
成

20
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
局
面
に
入
る
と

と
も
に
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

本
市
の
人
口
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昭
和
55

年
の
約
16
万
４
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

い
て
お
り
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
約

13
万
７
千
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
40

年
後
に
は
、
10
万
人
程
度
と
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
本
市
が
将
来
に

わ
た
り
輝
き
続
け
さ
ら
に
１
０
０
年
先
も
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次
代
を
担
う
若
い

世
代
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
就
任
以
来
、「
子
育
て
す
る
な
ら
岩

国
市
」
を
合
言
葉
に
子
育
て
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
子

育
て
世
代
の
方
々
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
施
策
や
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り
組
み
、

出
生
数
の
増
加
や
移
住
・
定
住
の
促
進
に
結

び
付
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

岩
国
市
が
「
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
な
り
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
、
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
と

協
働
し
て
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を

は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。　

む
す
び
に

2017.4.15

平成29年度施政方針

未
来
に
つ
な
が
る
健
全
な
行
政
経
営

に
取
り
組
む
ま
ち

行
政
経
営
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費　目  予算額

市税
（市民税など）

181億6,300万

国庫支出金
（特定の事業に対する国からの補助金など）

178億4,032万

地方交付税
（国からの交付金）

144億6,000万

市債
（借入金）

  85億8,370万

県支出金
（特定の事業に対する県からの補助金など）

  40億6,588万

地方消費税交付金
（地方消費税の市町村分）

  21億6,100万

国有提供施設等所在市助成交付金
（米軍や自衛隊の飛行場など特定施設に対する交付金）

  20億9,700万

繰入金
（基金からの繰り入れ）

  19億4,231万

諸収入
（延滞金や雑入など）

  18億6,953万

使用料及び手数料
（公の施設の利用料や住民票の発行などの役務の対価）

  12億7,305万

地方譲与税
（国税として徴収したものを自治体に譲与する税）

   4億8,700万

その他   10億  721万

合計 739億5,000万

会計名   予算額

土地取得事業    6億  100万

後期高齢者医療   24億3,000万

国民健康保険 199億8,700万

介護保険 146億4,600万

簡易水道事業    2億  570万

農業集落排水事業    2億  740万

会計名 予算額

特定地域生活排水処理事業      6,890万

周東食肉センター事業      7,900万

観光施設運営事業      3,180万

錦帯橋管理 5億2,530万

市場事業 6億8,530万

駐車場事業      5,020万

平成29年度　岩国市の予算

将来にわたり、輝き続ける岩国市を創造する予算

特別会計予算の内訳（単位：円）

問財政課☎㉙5050

市税（24.6%）

国庫支出金（24.1%）

地方交付税（19.6%）

市債（11.6%）

県支出金（5.5%）

地方消費税
交付金（2.9%）

国有提供施設等
所在市助成交付金（2.8%）

諸収入（2.5%）

繰入金（2.6%）

使用料及び手数料（1.7%）

地方譲与税（0.7%）

その他（1.4%）

一般会計予算　739億5,000万円（平成28年度 731億9,000万円）

特別会計予算　395億1,760万円（平成28年度 389億3,150万円）
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一般会計予算の内訳（単位：円）

民生費（29.9%）

総務費（16.8%）

土木費（13.3%）

公債費（7.8%）

衛生費（16.0%）

教育費（5.9%）

消防費（4.1%）

諸支出金（1.8%）

農林水産業費（2.0%） その他（0.2%）

費　目  予算額

民生費
（児童・高齢者・障害者福祉などの経費）

221億3,186万

総務費
（庁舎管理・徴税・選挙などの経費）

123億8,961万

衛生費
（ごみ・し尿処理や健康推進などの経費）

118億    94万

土木費
（道路・公園・河川整備などの経費）

  98億    41万

公債費
（市債の元金や利子などの返還金）

  57億7,304万

教育費
（小中学校・幼稚園教育などの経費）

  43億7,308万

消防費
（消防・救急・防災などの経費）

  30億5,749万

農林水産業費
（農林水産業の振興や農林道の整備などの経費）

  15億  593万

諸支出金
（土地の購入などの経費）

  13億3,616万

商工費
（商工業の振興や観光事業などの経費）

  10億1,633万

議会費
（議会の運営、議員報酬などの経費）

   4億  484万

災害復旧費
（土砂崩れなどの災害復旧のための経費）

   1億9,342万

その他    1億6,689万

合計 739億5,000万                                                                                                     

◆
予
算
編
成
の
方
針

　

平
成
29
年
度
の
予
算
は
、
財
政
計
画
の

基
本
方
針
で
あ
る「
将
来
の
負
担
の
軽
減
」

を
守
っ
た
上
で
、
総※

１

合
計
画
と
総※

２

合
戦
略

に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

○
投※

３

資
政
策
的
経
費

　

総
合
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
６※

４

つ
の

目
標
を
中
心
に
、
重
要
度
、
緊
急
度
、
事

業
効
果
な
ど
を
考
え
て
、
ま※

５

ち
づ
く
り
実

施
計
画
に
登
載
さ
れ
る
事
業
を
選
択
し
ま

し
た
。

○
経※

６

常
経
費

　

削
減
が
可
能
と
思
わ
れ
る
経
費
に
つ
い

て
、
事
務
事
業
の
合
理
化
、
効
率
化
、
簡

素
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
平
成
28
年
度
の

当
初
予
算
を
基
本
と
し
て
配
分
し
た
一※

７

般

財
源
の
範
囲
内
で
編
成
し
ま
し
た
。

○
そ
の
他

　

人
件
費
は
、
定
員
管
理
適
正
化
の
着
実

な
推
進
を
図
り
、
市
債
の
発
行
は
、
財
政

的
に
有
利
な
市
債
の
活
用
に
努
め
ま
し
た
。

※
１　

総
合
計
画
＝
岩
国
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
一
番
大
き
な
指
針
と
な
る
計
画
で
、

ま
ち
の
将
来
像
や
達
成
す
る
目
標
、
そ
の

た
め
の
手
段
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
も
の

※
２　

総
合
戦
略
＝
岩
国
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
こ
と
。
平
成
27

年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
施
策
の
方
向
性

を
定
め
た
も
の

※
３　

投
資
政
策
的
経
費
＝
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
将
来
に
残
る
固
定

的
な
資
本
を
形
成
す
る
事
業
や
、
市
独
自

の
政
策
を
反
映
し
た
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
を

行
う
た
め
の
経
費

※
４　

６
つ
の
目
標
＝
①
子
育
て
と
い
き

い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
応
援
す
る
ま
ち　

②
空
港
を
軸
と
し
た
活
力
あ
る
産
業
と
観

光
の
ま
ち　

③
豊
か
な
自
然
と
充
実
し
た

社
会
基
盤
に
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

④
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

⑤
心
の
豊
か
さ
と
生
き
抜
く
力
を
育
む
教

育
文
化
の
ま
ち　

⑥
支
え
あ
い
と
協
働
で

つ
く
る
絆
の
あ
る
ま
ち

※
５　

ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
＝
施
策
や

事
業
を
計
画
的
・
効
率
的
に
実
現
す
る
た

め
の
３
カ
年
の
計
画

※
６　

経
常
経
費
＝
現
行
の
経
常
的
な
事

業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
経
費

※
７　

一
般
財
源
＝
特
定
の
目
的
の
み
に

使
用
で
き
る
特
定
財
源
に
対
し
、
目
的
を

定
め
ず
に
使
用
で
き
る
財
源

商工費（1.4%） 議会費（0.5%）

災害復旧費（0.3%）
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1億3,242万円

802万円

2,543万円

57億9,338万円

4億  960万円

4億1,951万円

2億9,570万円

350万円

9,461万円

9,360万円

1,989万円

1,110万円

3,765万円

1,403万円

6,704万円

350万円

1,350万円

1,350万円

8,135万円

457万円

250万円

8,756万円

5,780万円

500万円

1,220万円

3,133万円

3,133万円

1,110万円

1,051万円

803万円

803万円

　衛生費

妊婦・乳児健康診査事業　

特定不妊治療支援事業　

こども健やか予防接種事業

ごみ焼却施設建設事業　

ごみ焼却施設建設関連事業　

水道事業会計補助金　

○由宇地区給水等事業費補助金　

　労働費

若者就職支援事業（新）

　農林水産業費

中山間地域等直接支払事業　

○中山間地域等直接支払交付金　

農業振興費　

○獣害防止対策事業補助金　

新規就農支援対策事業　

○新規就農者経営安定対策事業費補助金　

森林環境保全林道整備事業　

漁港施設照明灯設置事業（新）　

通津漁港水産物供給基盤機能保全事業（新）　

端島漁港水産物供給基盤機能保全事業（新）　

　商工費

中心市街地活性化対策事業　

中小企業振興費　

○岩国市中小企業販路拡大

　　　　　　　　　支援事業費補助金（新）　

岩国錦帯橋空港利用促進費　

○岩国錦帯橋空港利用促進事業　

○岩国錦帯橋空港支援協議会負担金　

○岩国錦帯橋空港利用促進協議会負担金　

観光誘客戦略事業　

○岩国観光プロモーション

　　　　　　　　　　戦略協議会補助金　

地域ブランド推進関係費　

観光交流所空調設備整備事業（新）　

　土木費

がけ地近接等危険住宅移転事業　

○がけ地近接等危険住宅

　　　　　移転事業費補助金（新）　

耐震改修促進事業　

○住宅・建築物耐震化促進事業費補助金　

辺地道路整備事業　

過疎道路整備事業　

社会資本整備総合交付金事業（道路）　

社会資本整備

　　　　総合交付金事業（橋りょう）　

大規模修繕・更新事業　

○橋りょう大規模修繕・更新事業　

愛宕地区排水施設改修事業　

中津幹線管きょ整備事業　

港湾施設照明灯設置事業（新）　

景観形成推進事業　

岩国医療センター跡地活用検討事業　

楠中津線改良事業　

多目的広場・防災センター整備事業　

岩国駅周辺整備事業　

　消防費

非常備消防運営費　

○非常備消防運営費（消防団員の

　　　　　　安全確保装備事業）（新）　

防災行政無線整備事業　

土砂災害ハザードマップ作成事業　

J-ALERT多様化連携事業（新）　

　教育費

玖珂小学校校舎建設事業　

玖珂小学校プール整備事業（新）　

通学路照明整備事業　

自動車図書館更新事業（新）　

徴古館運営費　

○海上自衛隊岩国航空基地

　　　　　　　　　史料館出張展（新）　

芸術文化事業　

○文化芸術振興プラン推進事業　

茶室改修事業　

体育・スポーツ・健康づくり大学等

　　　　　　　　　　　連携事業（新）　

世界大会等キャンプ地誘致事業（新）　

(仮称)玖珂・周東学校給食センター

　　　　　　　　　　　　　建設事業　

1,844万円

1,596万円

4,371万円

1,539万円

1億8,580万円

5億6,850万円

2億  200万円

2億  200万円

1億8,575万円

1億4,554万円

1,120万円

1億1,344万円

1,735万円

6億9,694万円

3,300万円

23億7,123万円

1億4,891万円

3,764万円

6億7,174万円

1,439万円

2,140万円

1億6,838万円

9,331万円

500万円

1,962万円

1,111万円

250万円

2,417万円

1,200万円

1,709万円

200万円

346万円

1億2,813万円

　

広報いわくに



特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用し、公共用施設の整

備などを進めています

再編交付金を活用し、子育て支援や防災事業のほか、住民生

活の利便性の向上に関する事業を進めています
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23億3,572万円

6億3,992万円

3億　 86万円

793万円

1億3,453万円

1,650万円

1,963万円

1億  600万円

9,390万円

1,210万円

654万円

2,629万円

6億3,147万円

7,614万円

9億  475万円

3,943万円

3,050万円

1億7,002万円 

6,582万円

5,050万円

120万円

　 1億　 99万円

4,390万円

1億  442万円

890万円

1億4,028万円

　総務費

市民会館改修事業　

総合支所等整備事業　

バス等関係費　

○通学定期券利用促進事業費補助金　

鉄道関係費　

○錦川鉄道車両購入事業費補助金（新）　

シティプロモーション推進関係費　

地域づくり支援事業　

○地域資源活性化事業　

○地域ささえ愛交付金　

地域おこし協力隊派遣事業　

ふるさと応援寄附PR事業　

電子計算関係費　

○各種証明コンビニエンスストア

　　　　　自動交付サービス事業（新）　

特定防衛施設周辺整備費　 

○こどもインフルエンザ

　　　　　　　　　予防接種助成事業

○農道改修事業　

○道路改良舗装事業　

○排水路改修事業　

○黒磯港消波ブロック設置事業　

○新港船溜り改修事業（新）　

○下水道施設整備事業　

○消防施設整備事業　

○市立小学校空調設備整備事業　

○市立中学校空調設備整備事業　

○岩国市テニスコート

　　　　　　　　　夜間照明設置事業　

再編関連特別事業費　

○こども医療費助成事業　

○放課後児童教室整備事業　

○こどもを守る予防接種事業　

○清掃運搬施設整備事業　

○漁港施設改修事業　

○中心市街地活性化対策事業　

○本町多目的広場整備事業（新）　

○道路改良舗装事業　

○中津町45号線ほか改良事業　

○排水施設整備事業　

○排水路改修事業　

○港湾施設改修事業　

○中心市街地公園リニューアル事業　

○市立中学校施設耐震化推進事業　

○岩国学校給食センター管理運営費　

○東小・中学校施設整備事業　

○小中学校プール安心安全整備事業　

　民生費

介護・訓練等給付費　

自発的活動支援事業（新）　

基幹相談支援センター機能強化事業　

障害者就労支援サポート事業（新）　

子育て支援アプリ配信事業　

いわくに子育て応援事業　

婚活推進事業　

子ども・子育て支援施設型給付費　

公立保育園民営化事業（新）　

扶助費 (生活保護)　

25億2,825万円

3億3,732万円

1億4,375万円

947万円

　1,490万円

　4,000万円

　3,120万円

　139万円

2億  484万円

　1億5,680万円

　3億6,859万円

　8,380万円

　2,000万円

2,839万円

　2億5,615万円

8,991万円

　2億7,688万円

　2億2,588万円

23億5,445万円

50万円

800万円

　40万円

275万円

7,386万円

152万円

27億8,853万円

1,519万円

27億8,508万円

2017.4.15

 平成29年度
　　 主要な事業

 市が行う主要な事業と予算額を紹介します。

（○印は事業の主な内訳を再掲したもの）　  財政課☎㉙5050

　

 問
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上河原

　13時ごろ～14時40分ごろ
※４月28日・29日の横山側は、全面駐車禁止

行列行進コースと交通規制記号 行列名 出発時刻
錦帯橋
到着時刻

南 条 踊 12時50分 13時25分

小 糠 踊 り 12時55分 13時30分

奴 道 中 13時 13時40分

大 名 行 列 13時30分 14時

奴いきり区間

南条踊踊場

小糠踊り踊場

駐　車　禁　止

岩国側　９時～14時30分

横山側　８時～22時

車　両　通　行　止　め

岩国側　12時30分～14時30分

横山側　13時～15時30分

第第
4040
回
記
念

回
記
念

錦
帯
橋
ま
つ
り

錦
帯
橋
ま
つ
り

日
時
日
時  

４
月
４
月
2929
日日
㈷㈷

場
所
場
所  

錦
帯
橋
周
辺

錦
帯
橋
周
辺

問観光振興課☎㉙5116

（一社）岩国市観光協会☎412037

※当日は、できるだけ公共交通機関を利用してください

主催行事

協賛行事

吉香神社

旧藩主感謝祭　９時～９時30分

青年部錦帯橋世界遺産推進ブース

10時～15時

吉香公園内

錦帯橋遊覧　11時～ 17時

錦帯橋地酒舟　13時～14時30分

錦帯橋の渡し　13時～14時30分

錦川（錦帯橋上流）

岩国藩鉄砲隊保存会・松江城鉄砲隊共演

13時～、14時30分～

錦帯橋下河原

岩国太鼓　14時～14時30分

錦帯橋上河原

南条踊　12時50分～14時

奴道中　13時～15時

大名行列　13時30分～15時30分

岩国小学校～吉香公園

吉香公園内

空手道演武　10時～10時30分

吹奏楽演奏　10時30分～　

声
しょうみょう

明ライブ　13時30分～14時

お茶会　10時～15時　

香川家長屋門前

錦帯橋・横山方面

時代着物行列　12時～14時

小
こ ぬ か

糠踊り　12時55分～14時30分

岩国小学校～吉香公園

吉川元春とその時代展　９時～17時

吉川史料館

岩国美術館

萩の細工物展　９時～17時　

城下町掘り出し市 ９時～16時　

横山鵜
う か い

飼広場 ４月28日・29日

※
小
雨
決
行

※
小
雨
決
行
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航空ショー

の
で
、
持
ち
込
み
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
イ
フ
、
モ
デ
ル
ガ
ン
、
花
火
な
ど
の
危

険
物
は
持
ち
込
め
ま
せ
ん
（
ペ
ッ
ト
や
ア
ル

コ
ー
ル
飲
料
も
不
可
）

　

毎
年
、
基
地
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
か
ら
基
地
内
の
会
場
近
く
ま
で
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
臨
時
運
行
し
ま
す
の
で
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間　
　

○
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
→
基
地
内　

６
時
30
分
～
13

時○
基
地
内
→
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅　

10
時
～
17
時

料
金　

片
道
４
０
０
円
（
小
人
半
額
）

○
徒
歩
・
自
転
車
＝
正
門
・
Ｃ
ゲ
ー
ト　

７

時
～
14
時

※
岩
国
駅
～
基
地
正
門
は
徒
歩
約
30
分
、基

地
正
門
～
会
場
ま
で
は
徒
歩
約
30
分
で
す

※
南
岩
国
駅
～
Ｃ
ゲ
ー
ト
は
徒
歩
約
30
分
、

Ｃ
ゲ
ー
ト
～
会
場
ま
で
は
徒
歩
約
30
分
で
す

※
自
転
車
は
、
基
地
内
臨
時
駐
輪
場
（
正
門

近
く
の
ゼ
ロ
戦
格
納
庫
隣
お
よ
び
Ｃ
ゲ
ー
ト

付
近
）、
正
門
手
前
踏
切
付
近
の
臨
時
駐
輪

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

○
大
型
観
光
バ
ス
（
50
人
乗
り
以
上
）
＝
業

者
門　

６
時
～
13
時

※
会
場
は
７
時
に
一
般
開
放
さ
れ
ま
す

○
入
場
時
に
写
真
付
き
身
分
証
明
書
を
所
持

し
て
い
な
い
人
は
、
警
備
チ
ェ
ッ
ク
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
入
場
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
身
分
証
明

書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
安
全
管
理
上
、
日
本
国
籍
を
持
た
な
い
人

は
、
入
場
の
際
に
住
民
票
、
在
留
カ
ー
ド
、

特
別
永
住
者
証
明
書
も
し
く
は
パ
ス
ポ
ー
ト

（
旅
券
）
の
提
示
、
簡
単
な
質
問
票
の
記
入

が
必
要
で
す
。

○
入
場
の
際
に
荷
物
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

大
き
な
荷
物
は
入
場
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

○公式サイト　

http://friendship-day.net/ja

○フェイスブック　

https://www.facebook.com/

FriendshipDayIwakuni

○イベントホットライン（録音案内）

　☎796227

※
定
期
券
・
敬
老
優
待
乗
車
証
・
バ
ス
カ
ー

ド
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

※
運
行
時
間
は
状
況
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す

2017.4.15

岩
国
駅●

●

●

●
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※米軍と海上自衛隊の共同開催です

※基地内に駐車場はありません。自家用車、バイク、原付での入場はできません

※公共交通機関を利用してください

入
場
手
順

　イベントホットライン（録音案内）☎796227

　岩国基地報道部☎795551、海上自衛隊岩国航空基地広報室☎㉒3181（内線6232）

　観光振興課☎㉙5116、基地政策課☎㉙5024　

問

日時　５月５日（祝） ７時～17時（航空ショー 10時～16時30分）

  

入
場
門
（
ゲ
ー
ト
）・

　
　
　
　
　
　

入
場
可
能
時
間

最新情報は
ここでチェック！

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
臨
時
運
行

　

交通規制に関する問い合わせ　岩国警察署☎㉔0110

※交通状況によって、規制時間・規制区域が変更される

場合があります

海上自衛隊 /米海兵隊

航空空空シシシ
岩国航空基地フレンドシップデー2017

交通規制図

５/４～５/５



広報いわくに

対象者　空き店舗を活用して新規に出店した人

対象業種　小売業、飲食業、サービス業など不特定多数者が利用でき、直接的に商品やサービスを提供す

　　　　　るもので、昼間のにぎわいを創出し一般市民が等しくそのにぎわい・利便性を享受できるもの

対象区域　中心市街地活性化基本計画区域内

補助額　家賃の２分の１（３年間補助）　※上限額　年間100万円

申込期間　開業後１年以内

申申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて中心市街地整備課へ提出

※指定決定は、申請内容について審査会の意見を聴いた上で適当と認めたときに行います

※補助金は、指定決定後、半年分の家賃を支払った後（半年経過するごと）に支払います

※詳しくは市ホームページで確認するか、問い合わせてください

問中心市街地整備課☎㉙5105

店舗の家賃を一部補助します！

対象者　既存・新規店舗の事業者

対象業種　小売業、飲食業、サービス業など不特定多数者が利用でき、

　　　　　直接的に商品やサービスを提供するもので、昼間のにぎわ

　　　　　いを創出し一般市民が等しくそのにぎわい・利便性を享受

　　　　　できるもの

※「創業支援補助金」とは併用できません

対象区域　中心市街地活性化基本計画区域内

対象費用　集客力向上のための店舗を改装する工事および店舗で専ら

　　　　　使用する備品の購入（50万円以上）

補助額　対象費用（消費税を除く）の２分の１　※上限額　100万円

※先着順で、予算の範囲内の交付となります

申込期間　５月９日㈫～15日㈪（秋に２回目を予定）

申申請書に必要事項を記入し、必要書類を添えて中心市街地整備課へ

提出

※交付決定は、申請内容について審査会の意見を聴いた上で適当と認

めたときに行います

※申請から交付決定までは２カ月程度かかります

※工事の施工などは交付決定後に行い、市内業者に発注してください

※詳しくは市ホームページで確認するか、問い合わせてください

問中心市街地整備課☎㉙5105

店舗改装などに係る費用の一部を補助します！

中心市街地活性化対策事業
2

188

美容室のリニューアル例

リニューアル前

リニューアル後

22

　市では、中心市街地を活性化させるため「中心

市街地活性化基本計画」を策定し、活力と魅力あ

ふれる商環境を創出するための事業に取り組んで

います。補助金対象区域は、中心市街地活性化基

本計画区域内です。

中心市街地活性化基本計画区域（赤い線内）●まちなか商店リニューアル助成金

●空き店舗活用奨励金
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創業者や商業者を支援します！

参加者の声

○カレッジに参加してみて、創業に関する専門的な知

識を学べたので、自分のやりたい店というものを明確

にすることができました。( 飲食小売業・女性）

○同じ創業を目指す仲間ができたことにより、カレッ

ジ受講中はもちろん、実際に創業してからも良き相談

相手になっています。（グラフィックデザイン業・男性）

23

受講対象者　平成30年３月までに創業予定の人または塾開校日に創業から１年を経過していない人

開講期間　５月11日㈭～６月17日㈯（全11回）　18時30分～21時30分（最終日のみ９時～17時）

場所　岩国商工会議所

定員　おおむね30人（選考し、結果は４月28日㈮までに郵送またはＥメールで通知）

受講料　５千円

申込期間　４月21日㈮まで（必着）

申申込書に必要事項を記入し郵送、ファクスまたはＥメールで岩国商工会議所へ提出

宛先　〒740－8639　今津町一丁目 18－１

問岩国商工会議所☎㉑4201　 FAX㉑4646　 seminar@icci.or.jp

夢に挑戦！ 市内で創業を考えている方！ あなたの思いを岩国市が応援します

いわくに創業カレッジ2017（３期生募集）

対象者　未創業者および創業して１年以内の新規創業者で「いわくに創業カレッジ2017」を修了し、市内

　　　　で商業活動を営もうとしている人

※一部対象とならない業種があります

※「まちなか商店リニューアル助成金」とは併用できません

対象区域　市内全域

対象費用　店舗改装費、広告宣伝費、備品購入費

補助額　対象費用（消費税を除く）の２分の１

　　　　※上限額　○未創業者　店舗改装費＝50万円　広告宣伝費＝20万円　備品購入費＝30万円

　　　　　　　　　○新規創業者　店舗改装費＝25万円　広告宣伝費＝10万円　備品購入費＝15万円

※先着順で、予算の範囲内の交付となります

申込期間　「いわくに創業カレッジ2017」修了後１年以内

※工事の施工などは交付決定後に行ってください

※詳しくは市ホームページで確認するか、問い合わせてください

問商工振興課☎㉙5110

創業支援補助金

※４月22日㈯に、いわくに創

業カレッジ2017の内容を紹介

する「いわくに創業スタート

アップセミナー」を開催します。

受講内容の説明や過去の受講者

によるパネルディスカッション

を行いますので、ぜひ参加して

ください

市内全域が対象です！
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【
再
任
】
寺
岡
裕
治
（
玖
珂
町
）

【
新
任
】
髙
木
信
子
（
横
山
）

【
新
任
】
渡
輝
昭
（
牛
野
谷
町
）

【
新
任
】
河
本
尊
志
（
美
川
町
）

○
平
成
28
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）　

な
ど
６
議
案

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
17
議
案

○
岩
国
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例

○
岩
国
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
重
複
地
番
解
消
の
た
め
の
山
地
番
の
変
更

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○
岩
国
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
岩
国
市
心
身
障
害
者
デ
イ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
放
課
後
児
童
の
保
育
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
項
目
と
結
果

○
岩
国
柱
島
海
運
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て

○
普
通
交
付
税
の
過
大
交
付
に
つ
い
て

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

な
ど
６
件

○
公
用
車
の
事
故
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て　

な
ど
３
件

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
再
任
】
藤
谷
清
美
（
美
和
町
）

す
る
事
務
の
構
成
団
体
の
変
更
並
び
に
こ
れ

に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

○
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
の
財
産
処
分

に
つ
い
て

○
岩
国
地
区
消
防
組
合
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

○
岩
国
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

○
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
空
母
艦
載
機
移
駐
に
関
す
る
意
見
書

○
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
関
す
る
意
見

書

○
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
岩
国
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
及
び
岩
国
市
立
小
学
校
及
び

中
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

○
岩
国
市
民
会
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改

修
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て○
岩
国
市
民
会
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改

修
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て○
岩
国
市
民
会
館
耐
震
補
強
及
び
大
規
模
改

修
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て○
室
の
木
地
区
調
整
池
設
置
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

○
山
陽
本
線
岩
国
構
内
三
笠
橋
耐
震
補
強
他

の
工
事
委
託
に
関
す
る
基
本
協
定
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

○
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

○
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど
13
議
案

○
山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
共
同
処
理

《
諸
般
の
報
告
》

《
諮
問
》

審議項目

件数

（うち議決

件数）

結　　果

可決・
採択
など

否決・
不採択
など

継続
審査

諸般の報告 2  (0) ― ― ―

監査報告 6  (0) ― ― ―

報　　告 3  (0) ― ― ―

諮　　問 5  (5) 5 ― ―

議　　案 61 (61） 61 ― ―

請　　願 1  (0) ― ― 1

議員提出議案   1（1） 1 ― ―

動　　議   1（1） 1 ― ―

広報いわくに

市
議
会
３
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

《
監
査
報
告
》

《
報
告
》

《
議
案
》

《
議
員
提
出
議
案
な
ど
》

問

　

市
議
会
３
月
定
例
会
が
、
２
月
23
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成

29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３
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問環境保全課☎㉙5100

問環境事業課☎㉛5304

総合支所
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水
銀
使
用
製
品
に
は
、
蛍
光
管
・
水
銀
式
体
温
計
・

水
銀
式
温
度
計
・
電
池
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ご
み
に
出
す
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
し

て
、
中
身
の
見
え
る
袋
か
内
容
物
を
明
示
し
た
袋
で

〔
処
理
困
難
ご
み
〕
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
蛍
光
管
・
水
銀
式
体
温
計
な
ど
は
破
損
し
な
い
よ

う
に
購
入
時
の
保
護
箱
な
ど
に
入
れ
る
。

○
ボ
タ
ン
電
池
・
コ
イ
ン
電
池
・
充
電
式
電
池
な
ど

の
電
池
類
は
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
で
絶
縁
す
る
。

　　

〔
焼
却
ご
み
〕
と
し
て
焼
却
さ
れ
た
り
、〔
金
属

類
及
び
破
砕
ご
み
〕
と
し
て
粉
砕
さ
れ
た
り
す
る

と
、
環
境
中
に
水
銀
が
排
出
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
環
境
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
水
銀
使
用
製
品

は
〔
処
理
困
難
ご
み
〕
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
と
は

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
温
暖
化

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
適
切

な
行
動
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化

対
策
の
た
め
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
に
「
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
」
が
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
は
、
県
知

事
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

家
庭
の
省
エ
ネ
診
断
や
温
暖
化
防
止
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
、
温
暖
化
に
対
す

る
正
し
い
知
識
を
広
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
め
る
対
策
に
つ
い
て
助
言
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

７
ペ
ー
ジ
の
募
集
欄
に
、
推
進
員
に
応
募

す
る
方
法
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
人
は
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
緑
の
カ
ー
テ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

岩
国
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
で

は
、
今
年
も
「
も
っ
と
楽
し
く
・
も
っ
と
涼

し
く
・
緑
の
カ
ー
テ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
窓
側
に
設
置
し
、
直
射

日
光
を
遮
り
、
葉
の
蒸
散
作
用
で
室
温
の
上

昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
エ
ア
コ
ン

の
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

緑
や
花
に
癒
や
さ
れ
、
実
を
収
穫
す
る
楽

し
み
も
期
待
で
き
、
そ
の
上
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
す
れ
ば
、
漏
れ
な
く
図
書
カ
ー
ド

か
ク
オ
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ク
ー
ル
チ
ョ
イ

ス
（
賢
い
選
択
）
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

2017.4.15

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

水
銀
使
用
製
品
は

　
　
　

〔
処
理
困
難
ご
み
〕
に
出
し
て
く
だ
さ
い

■ごみ処理家計簿

減 量 効 果 ２月分

前　年

同月比

処 理 費 用 換 算 －516万円

排出量（市民１人１日当たり） －39g(730g）

処理費用は、処理に要する経費と排出量から単純に計算したもので、
実際の金額とは異なります

▲キャンペーンに応募のあった緑のカ
　ーテンの作品例



くらしの相談窓口
市政相談

市政に対するご意見やご要望など

毎週月～金曜（市政相談室）

問市政相談室☎㉙5017、　㉒2866

ciwakuni＠city.iwakuni.lg.jp

無料法律相談

５月11日㈭　9時～16時 定員16人（市役所4階相談室）

５月18日㈭　9時～12時 定員 8人（市役所4階相談室）

※前日の９時から予約受け付け（先着順）

問予約専用☎㉒0320、市政相談室☎㉙5017

５月23日㈫ 10時～12時 （社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022

有料法律相談

毎週火曜　15時30分～18時　※１人30分間 5千円

（山口県弁護士会岩国地区会館）

※交通事故相談（第1・3木曜）15時30分～18時は無料

問山口県弁護士会岩国地区会岩国法律相談セン

ター☎432183

高齢者・障害者のための電話法律相談

消費者被害、遺言、相続、成年後見、財産管理など

５月 9日㈫、23日㈫  10時～12時（山口県弁護士会)

問相談専用☎083－920－8730

山口県弁護士会☎083－922－0087

法テラス

無料法律相談などの民事法律扶助について

毎週月～土曜　9時～21時　　※土曜は17時まで

問 ☎0570-078374、☎03-6745-5600(PHS・IP)

司法書士法律相談

毎月第２・４土曜　13時～17時（岩国市福祉会館）

問山口県司法書士会☎083－924－5220(要予約)

行政相談（行政相談委員）

国の行政に関するご意見やご要望など

５月 8日㈪　9時～12時（錦ふるさとセンター)

問錦総合支所地域振興課☎722110

５月10日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

問玖珂総合支所地域振興課☎822511

５月11日㈭　9時～12時（美和老人福祉センター)

問美和総合支所地域振興課☎961111

５月12日㈮　9時～12時（周東川越公民館)

問周東総合支所地域振興課☎841111

５月17日㈬　9時30分～12時（本郷ふるさと交流館)

問本郷支所地域振興班☎752311

５月25日㈭ 10時～12時（市役所４階相談室）

問市政相談室☎㉙5017

FAX
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行政書士無料相談

遺言、相続、農地の転用など

５月10日㈬　9時～12時（玖珂福祉センター)

５月10日㈬ 13時30分～16時（周東中央公民館)

５月11日㈭ 13時30分～15時30分（市役所4階相談室)

問山口県行政書士会岩国支部☎824695

土地家屋調査士・司法書士合同無料相談

境界、建物調査測量、登記申請、相続など

５月17日㈬　9時～12時（市役所４階相談室）

※予約不要（先着順）

問山口県土地家屋調査士会岩国支部☎㉓0348

山口県司法書士会岩国支部☎843918

社会保険労務士無料相談

年金、健康・雇用保険、労働条件など

５月12日㈮ 10時～12時（市役所４階相談室）

問山口県社会保険労務士会岩国支部☎382222 

男女共同参画相談

配偶者・パートナーからの暴力など

毎週月～金曜（男女共同参画室）

問相談専用☎㉙1155、男女共同参画室☎㉙5340

母子・寡婦・要保護児童の相談

毎週月～金曜（家庭児童相談室）

問家庭児童相談室☎㉙5076

ヤングテレホン

非行・いじめ、学業、家庭、交友、健康など

毎週月～金曜（青少年課）

問青少年課☎430900、 0120-22-7830携帯不可

就職相談（キャリアカウンセリング）

５月19日㈮  9時～16時50分 定員 5人（岩国県民局）

問岩国県民局☎㉙1506（要予約）

若年無業者（15歳～39歳）の講座・適職診断・心理面談

５月12日㈮、18日㈭（中央公民館）

問しゅうなん若者サポートステーション

☎0834－27－6270（要予約）

労働相談

毎週水曜 9時～17時（こども館２階）

問労働相談窓口☎㉒0160

　　　　　こころの健康相談

５月11日㈭ 14時～16時（岩国市保健センター）

問岩国市保健センター☎㉔3751（要予約）

家族介護者相談

５月 8日㈪　9時30分～11時30分

（岩国市保健センター内・由宇保健センター内・

周東保健センター内・美川保健センター内）

問高齢者支援課☎㉙2566
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警察安全相談

毎週月～金曜（警察安全相談課）

問岩国警察署☎㉔0110 

交通事故相談

毎週月～金曜　8時30分～17時

　　　　　　　　　（山口県総合交通センター）

問山口県交通事故相談所☎083－973－2316

認知症相談会

５月 1日㈪　 10時～12時（由宇保健センター内）

５月 2日㈫　 10時～12時（美川保健センター内）

５月 8日㈪　 10時～12時（周東保健センター内）

５月 9日㈫　 10時～12時（岩国市保健センター内）

５月16日㈫　 10時～12時（岩国市役所内）

問高齢者支援課☎㉙2566

消費生活相談 (市）

毎週月～金曜　8時30分～17時15分

　　　　　　　　　　　　（消費生活センター）

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活相談（県）

毎週月～土曜　8時30分～19時　※土曜は17時まで

　　　　　　（消費生活センター相談コーナー）

問山口県消費生活センター☎083－924－0999

人権相談

差別問題、悩みごとなど

法務局職員　毎週月～金曜　8時30分～17時15分

人権擁護委員　毎週月・水・金曜　9時～16時

                                               （法務局常設相談所）

５月10日㈬　9時～12時（装港供用会館)

問山口地方法務局岩国支局☎431125

心配ごと相談

日常生活の中での困りごとや心配ごとなど

毎週火曜　 13時～16時30分（岩国市福祉会館）

問社会福祉協議会岩国支部☎㉒5877

５月 8日㈪ 10時～11時30分

　　　　　　　　　（社会福祉協議会周東支部）

問社会福祉協議会周東支部☎841100

５月 9日㈫ 10時～12時

　　　　　　　　　  （社会福祉協議会由宇支部）

問社会福祉協議会由宇支部☎633022

５月10日㈬　9時30分～12時（玖珂福祉センター）

問社会福祉協議会玖珂支部☎823231

５月11日㈭　9時～12時（美和老人福祉センター）

問社会福祉協議会美和支部☎960600

５月15日㈪　9時～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211 

山口県よろず支援拠点による出張相談会

中小企業、小規模事業者の経営上の相談

５月24日㈬　10時～16時（市役所４階相談室）

※前日まで予約受け付け、先着４事業者

問商工振興課☎㉙5110

補聴器相談

５月 1日㈪　9時30分～12時（錦公民館）

問社会福祉協議会錦支部☎722211 

５月24日㈬　9時30分～12時（本郷山村センター）

問社会福祉協議会本郷支部☎752355 
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　パソコンでウェブサイトを閲覧している

と突然警告音が鳴り「ウイルスに感染した」

という警告が表示され消えなくなった。

　大きな音でパニック状態になり、画面に

表示されていた電話番号に連絡をしたとこ

ろ、５万円で対策可能と説明があったので、

クレジットカードの番号を教えてしまった。

　その後、指示に従ってパソコンを操作し

警告音は止まったが、クレジットカードの

番号を伝えてしまったことが不安である。

　大きな警告音とともにパソコンに「ウイ

ルスに感染した」などの警告を表示し、画

面上の電話番号に連絡するように誘導する

事例が報告されています。

　大きな音で混乱させ判断力を奪うことで、

クレジットカードの番号を聞き出したり、

指定口座にお金を振り込ませたりしようと

しますが、絶対に連絡をしたり情報を伝え

たりしないでください。警告音や表示を消

す方法は情報処理推進機構（ＩＰＡ）のホー

ムページに記載されています。岩国市消費

生活センターでも相談に応じます。

問消費生活センター☎㉒1157

消費生活

ワンポイント

講座

トラブルの対処法をアドバイス

133. ウェブサイト閲覧中に鳴り響く偽
の警告音に気を付けて

相談内容

今回の助言



☎㉙問
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を
与
え
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

恐
れ
も
あ
り
、
重
大
な
権
利
の
侵
害
で

許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
児

童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
、
子
供
に
も
一

人
の
人
間
と
し
て
権
利
が
あ
る
こ
と
、

大
人
よ
り
も
権
利
が
侵
害
さ
れ
や
す
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
子
供

の
権
利
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

●
子
育
て
の
悩
み
が
あ
っ
た
ら
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い

○
こ
ど
も
支
援
課　

家
庭
児
童
相
談
室

☎
㉙
５
０
７
６

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
I
」　

☎
㉙
０
４
０
４

○
岩
国
児
童
相
談
所　

☎
㉙
１
５
１
３

放映：４月24日㈪
                  　　～30日㈰

春のおでかけ情報②

　日米親善デーや花菖蒲まつりなど

春から初夏のイベント情報を紹介

放映：５月８日㈪
                                   ～14日㈰

　科学センターで行っている、科学

教室などのイベントを紹介

科学センターへ行こう！

▲昨年の日米親善デーの様子

▲毎月第３日曜日は「科学セン

　ターの日」

あ
い

広報いわくに

　

児
童
相
談
所
が
児
童
虐
待
相
談
と
し

て
対
応
し
た
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
子
供
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

重
大
な
事
件
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

虐
待
に
よ
る
児
童
の
死
亡
事
例
は
、

０
歳
児
の
割
合
が
４
割
強
を
占
め
、
背

景
に
は
妊
娠
や
子
育
て
へ
の
不
安
、
周

囲
か
ら
の
孤
立
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
改

正
児
童
福
祉
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

の
切
れ
目
な
い
支
援
な
ど
を
提
供
し
、

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
・
早
期
発
見
に

努
め
る
こ
と
、
国
民
の
責
務
と
し
て
児

童
の
意
見
を
尊
重
、
利
益
を
考
慮
し
、

心
身
が
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
は
、
子
供
に
深
刻
な
影
響

子
供
の
権
利
を
守
り
ま
し
ょ
う
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☎㉙ ℻㉑

☎㉓

　

明
治
維
新
と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の

は
、
坂
本
龍
馬
、
高
杉
晋
作
、
吉
田
松
陰
、

西
郷
隆
盛
、
木
戸
孝
允
な
ど
の
有
名
な
人
物

た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 
歴
史
小
説

や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
と
、
彼
ら
が

大
活
躍
し
、
ま
る
で
数
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
が
明

治
維
新
を
起
こ
し
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持

つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
明
治
維
新

は
有
名
な
人
物
た
ち
だ
け
で
行
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
時
代
に
生
き
た
全
て
の
人
々

に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
す
。
近
年
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当

時
の
庶
民
の
日
記
な
ど
も
見
直
さ
れ
、
史
料

の
調
査
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
事
例
の
一
つ
と
も
い
え
る
史
料
を
紹
介

し
ま
す
。

　

写
真
は
通つ

う

け

い

じ

化
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
た
弁
当

箱
で
す
。
通
化
寺
に
は
慶
応
２（
１
８
６
６
）

年
の
第
二
次
長
州
出
兵
（
四
境
戦
争
）
の
際
、

長
州
藩
の
諸
隊
の
一
つ
「
遊
撃
隊
」
の
陣
が

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
同
様
の
も
の
が
９
つ

残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
隊
士
が
一

般
的
に
使
用
し
て
い
た
弁
当
箱
で
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
に

墨
で
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
文

字
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
持
ち
主
の

名
前
と
思
わ
れ
る
も
の
や
詩
の
よ
う
な
文
章

が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
写
真

は
そ
の
一
つ
で
す
。
消
え
か
か
っ
て
非
常
に

読
み
に
く
い
で
す
が
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

「
バ
カ
ジ
ヤ
〳
〵 

ト
イ
ワ
レ
テ
イ
テ
モ
、

ム
ネ
ニ
タ
マ
シ
イ
ガ
ア
リ
サ
エ
ス
レ
ハ
、
イ

ツ
カ
ヨ
ニ
デ
ル
…
（
馬
鹿
じ
ゃ
馬
鹿
じ
ゃ
と

言
わ
れ
て
い
て
も
、
胸
に
魂
が
あ
り
さ
え
す

れ
ば
、
い
つ
か
世
に
出
る
…
）」

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
維
新
の
こ
ろ
に
は
歴

史
に
名
を
残
し
た
人
物
た
ち
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
人
々
が
懸
命
に
生
き
て
い
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
を
夢
見
て
、
そ
の
思
い
を
刻
ん

だ
こ
の
隊
士
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
を
知

る
す
べ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
人
々
の

見
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
、
そ
の
思
い
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
は
、
大
変
興
味
深

く
、
有
名
な
人
物
の
書
同
様
に
貴
重
な
も
の

だ
と
い
え
ま
す
。

岩
いわくにちょうこかん

国徴古館

名
も
な
き
隊
士
の
弁
当
箱

※（　）内は平成29年累計

広報テレホン

目の不自由な人へ

２月分事故件数　46件（110件）　死者数 ０人（０人）　傷者数　51人（132人）　

人口　138,028人 男性　65,492人　　女性　72,536人【前月比 － 158人】

世帯　66,098世帯 ※外国人人口を含む（平成29年３月１日現在）【前月比 － 42世帯】

▶
弁
当
箱
の
横
に
は
隊
士
の
思

い
が
書
か
れ
て
い
る

▶
当
時
の
弁
当
箱

2017.4.15
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広
報

い
わ

く
に

☎ ☎

☎㉑

５月１日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）　　　　　

　　２日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　８日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　９日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　10日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　11日㈭　錦中央・皮膚科（午前）、眼科（午前）

　　12日㈮　錦中央・整形外科

　　15日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　16日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　17日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　18日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　19日㈮　錦中央・整形外科

　　22日㈪　錦中央・整形外科（午前）、脳外科(午後）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　23日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　24日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

　　　　　　美和・整形外科（午前）

　　25日㈭　錦中央・眼科（午前）

　　26日㈮　錦中央・整形外科

　　29日㈪　錦中央・整形外科（午前）

　　　　　　美和・眼科（午前）

　　30日㈫　錦中央・耳鼻科（午前）

　　31日㈬　錦中央・泌尿器科（午前）

※上記は変更になる場合があります。

まるひさ眼科　　　　尾津町二丁目　　☎345333

福田医院　　　　　　美川町南桑　　　☎770012

米田歯科医院　　　　玖珂町857          ☎826551

                                        

　

増田耳鼻咽喉科　　　尾津町二丁目　　☎㉛8231

岩本医院　　　　　　周東町下久原　　☎840011

桝尾歯科医院　　　　由宇町中央   　　☎630128

水島眼科　　　　　　麻里布町五丁目　☎㉑3401

玖珂クリニック　　　玖珂町5144        ☎826611

大矢歯科　　　　　　由宇町南　　　　☎631182

八木クリニック　　　玖珂町829          ☎821212

山口平成病院　　　　玖珂町1340        ☎826111

市立錦中央病院　　　錦町広瀬　　　　☎722321

はるなウィメンズクリニック　平田一丁目　　　☎327007

リフレまえだ病院　　玖珂町1887        ☎823521

おかもと歯科クリニック　周東町下久原　　☎830118

５月３日㈷

５月４日㈷

５月７日㈰

５月21日㈰

５月14日㈰

５月28日㈰

５月５日㈷

休日夜間などに体調が

悪くなった人は、なる

べく午後11時までに受

診してください。

お願い

※上記は変更になる場合があります。当日の新聞や市ホームページなどでご確認ください。

※急患以外の場合は、ご遠慮ください。
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